
別冊

オンリーワン徳島行動計画（第二幕）

取組結果評価シート

基本目標７ 「〝にぎわい〟とくしま」の実現

県政運営評価戦略会議





　｢オンリーワン徳島行動計画(第二幕)｣ 取組結果評価シート

【達成度】達成:1, ほぼ達成:2, 未達成:3, 実績値なし:－ 【評価】 A、B、C

取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

７－１〝にぎわい〟とくしま体制づくり

推進 → → →

・平成２１年３月から、国において追加の経済対策として、ＥＴＣ車
土日祝日上限１０００円割引が実施されたことを受け、５月には鳴門
ＩＣ及び鳴門北ＩＣ出口でのナンバープレート調査を実施し、沖縄県
を除く日本全国、平成22年の５月の調査では日本全国のナンバーが確
認され、料金割引の効果を確認した。
・平成２２年４月９日に政府が発表した「新たな料金制度」は地域間
格差をさらに拡大するものであり、いち早く国へ見直しを求め、その
後も繰り返し、「全国一律の料金制度」と「競合する公共交通機関へ
の支援」を強力に働きかけた。
・その結果、平成22年１２月24日には国土交通省基本方針に、「地方
の求める高速道路料金全国一律制度を視野に入れ」及び「地方と調整
する」との文言が盛り込まれ、平成23年2月16日に国から「平成23年度
の一年間に限り、地方からの意見を踏まえ、全国一律制度を視野に入
れつつ、平日の乗継料金2,500円（本四500円＋NEXCO2,000円)」の新料
金が示された。
・しかし、平成23年3月11日に発生した東日本大震災により、新料金の
4月実施の延期が、3月23日国土交通省より発表された。

県土 Ｂ

推進 → →

普通車「土日祝日上限1,000円」等の料金割引制度の発表後、全国に先
駆けてプロジェクトチームを発足させ、「観光入込客数」と「大鳴門
橋通行台数」の倍増を挑戦目標に掲げた「高速道路新料金活用戦略」
を取りまとめ、部局間連携により、当戦略の積極的な推進を図った。
・その結果、平成２１年のGWには「大鳴門橋通行台数」が昭和６０年
の開通以来、「過去最高の４８万台超、対前年比３１．９％増」、
「主要観光施設への入込客数」も「過去５年間で最高の３５万人超、
対前年比９．５％増」を記録した。
・さらに、平成２２年においても、GWの大鳴門橋通行台数が過去最高
となった前年並みを維持（対前年比1.4％減）、主要観光施設への入込
客数も微増（対前年比0.1％増）するなど、一定の成果が現れている。

企画
県土
商工

Ｂ

　大鳴門橋の通行台数、県外からの入り込み客数
は、平成19年から倍増とチャレンジ精神に満ちた
目標を掲げていたが、平成20年9月に起きたいわ
ゆるリーマンショックにより日本経済が低迷した
影響等で、高く掲げていた目標に大きく及ばな
かったことはやむを得ないものと考えられる。
　主要事業については、普通車の土日祝日上限
1,000円を最大限活用し、庁内にプロジェクト
チームを発足させて精力的に県外客の誘客に努力
されてきたことは一定の評価ができるので、Ｂ評
価とした。

￠ ￠
1,400(H19
から倍増)

702 703 852 860

￠ ￠
1,450(H19
から倍増)

727 739 813 819

推進 → →
・４県による「本四道路利用促進会議」を設け本四道路利用促進計
画」を策定した。

県土 Ａ

県外からの観光入り込み客数

<H19>727万人　→　<H22>1,450万人
（<H22>平成19年から倍増）

１　広域交流の推進
●本四道路を活用した地域の活性化を図るため、関係
府県市と連携しながら国等に対してさらなる割引制度
の拡充や恒久的な料金引き下げを要望するなど、利用
しやすい通行料金の実現に向けた取り組みを推進しま
す。

●高速道路新料金を最大限活用し、徳島の経済の活性
化やＰＲを行うため、「高速道路新料金活用戦略」に
基づき、「県外からの観光誘客対策」及び「物流活性
化による産業振興対策」を推進します。

528

大鳴門橋の通行台数

<H19>702万台　→　<H22>1,400万台
（<H22>平成19年度から倍増）

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

基本目標７「〝にぎわい〟とくしま」の実現

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

●四国４県で本四道路の利用促進策を取りまとめると
ともに、その後、関係県及び関係機関による「本四道
路利用促進会議」を開催するなど、関係県が一丸と
なって本四道路の利用促進に取り組みます。

529

万台

万人

３

３

「高速道路新料金活用戦略」に基づく諸施策推進の結果、H21のＧＷに
開通以来過去最高の通行台数となり、H22のＧＷにもほぼ同様の通行台
数を記録した。

とくしまの観光ブランドを効果的に発信することで観光誘客促進に一
層取り組んだ。

企画

商工

Ｃ
　平成19年～22年にかけて22.5%増加したが、目
標には届いてないのでＣ評価とした。

Ｃ

　平成19年～22年にかけて12.7%増加したが、目
標には届いてないのでＣ評価とした。
（附帯意見）
　設定された観光入込客数の目標は平成19年と比
較し2倍となっている。高い目標があればそれに
適した手段、手法があるのではないか。目標に届
かなかった要因を考えていただき、また、様々な
経済効果及び県内インフラ整備等の計画があった
と推測されるが、これらの分析を実施していただ
きたい。

1 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → →

・高速道路新料金を活用する戦略を推進するための統一的なロゴマー
ク「近いよ！徳島」の活用を促進するとともに、インターネットを活
用したパソコンや携帯電話向けの「近いよ！徳島ポータルサイト」に
より、「新料金の説明」や「徳島県の魅力紹介」などの情報発信に努
めた。
・近畿圏等の新聞紙面を利用した新聞広報や、他府県と広報紙の紙面
を互いに交換するなどして、新料金により身近になった近畿圏等に対
して情報発信に努めた。
・「料金割引広報リーフレット」及び「広報横断幕」等を活用し、徳
島自動車道の利用促進に取り組んだ。
・県西部への観光入り込み客の増加や高速道路の利用促進を図るた
め、神戸まつりや吉野川ハイウェイオアシス、吉野川サービスエリア
においてＰＲ活動等（観光・特産品・高速道路料金割引）を行った。

企画
県土

Ｂ

　各種イベントについては、精力的に取り組み、
相応の成果は上げているが、大鳴門橋の利用者数
等は、目標の「倍増」には結びついていないの
で、Ｂ評価とした。

￠ ￠ ￠ 10,000

－ － － 10,020

推進 → → →
・徳島空港の利用促進を図るため、民間と行政で構成する「徳島空港
利用促進協議会」を実施主体として事業を展開した。チャーター便に
対する助成事業等を実施し、空路を利用する旅客の増加に努めた。

県土 Ａ

　国内線の旅客数は、平成17年度以降減少傾向に
あったが、22年度には739,096人と増加に転じ、
また、国際チャーター便の就航についても、19年
度の4件1,139人から、22年度には6件1,406人へと
増加に転じており、Ａ評価とした。

推進 → → →
・新規選定箇所の候補地調査を実施した。
○「道の駅」新規選定箇所数<H22>１０箇所

県土 Ａ

10

1 2 2 10

推進 → → →

・徳島小松島港本港地区では、平成１７年度から港湾環境整備事業を
実施している。これまで、地域住民の方々と協働して計画策定等を行
い、平成２０年１２月に完成したボードデッキを張り巡らせた交流広
場の整備をはじめ、平成２２年３月には隣接する「しおかぜ公園」と
の間をつなぐゾーンの整備が完了し、イベントや散策路として活用さ
れている。平成２２年度は、引き続き、国やＮＰＯと連携しながら、
「みなとまち」のにぎわい復活に向け、交流広場から海へと至る海上
広場の整備を行った。

県土 Ａ

●徳島を発着する航空路線の利便性向上や官民が連携
した利用促進策を展開するとともに、２，５００ｍ滑
走路を整備した「徳島阿波おどり空港」の開港を契機
として、県外からの誘客を促進するなど、空港利用を
推進します。

●個性豊かで活力ある地域づくりを支援するため、市
町村と連携しながら美しい景観と産直市が楽しめるな
ど、地域の交流拠点や防災拠点となる「道の駅」の整
備を県下全域に展開します。

530

●徳島小松島港本港地区において、旧フェリーターミ
ナルビル等を交流拠点施設として活用するなど、にぎ
わいを復活させるため、地域と協働して周辺整備を推
進します。

●近畿圏において、新聞紙面や府県広報紙で本四道路
の料金割引制度や本県の魅力をＰＲするほか、大鳴門
橋や明石海峡大橋等を舞台に、兵庫県と共同でイベン
トを実施するなど、積極的に情報発信を行い、本四道
路の利用促進を図ります。
また、徳島自動車道についても、イベントの実施等に
より、利用促進を図ります。

526
「道の駅」新規選定箇所数

<H17>－　→　<H22>10箇所

「大鳴門橋開通２５周年記念イベント」の参
加者数

<H22>10,000人

箇所

人

１

１

新規選定箇所の候補地調査を実施。

大鳴門橋開通２５周年を迎える１週間（６／２～６／８）を「スペ
シャルウィーク」と位置付け、６／２には徳島・兵庫両県知事による
「友好の証し」への署名、６／８には「県立渦の道」で開通記念日を
祝うイベントを実施し、にぎわいを創出した。
※6/2～6/8の「県立渦の道」入館者数

県土

企画 Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

一部供用

整備中 整備中 整備中 一部供用

推進

・平成２２年度は、「港にぎわい空間創出実証実験事業」に着手し
た。平成２２年１１月から既存倉庫３棟を対象に、実証実験参加者の
公募を行い、候補者を選定した。また、将来の利活用構想策定に向け
たワークショップを３回実施し、利活用の方向性について意見を取り
まとめた。

県土 Ａ

推進
・「新たな観光資源」として、東環状大橋（仮称）の活用をはかるた
め散歩周遊コース、案内板等の整備計画を策定した。

県土 Ｂ

基礎調査実
施

分析調査実
施

都市計画見
直し着手

都市計画見
直し

・すべての人が快適で効率的な都市形成を推進するため、徳島東部都
市計画区域において、見直しに向け、国及び関係市町との協議を実施
した。
（計画：H19基礎調査実施、H20分析調査実施、H21都市計画見直し着
手、H22都市計画見直し）

県土 Ｂ

見直し

基礎調査 分析調査 見直し着手
見直し
作業中

地区採択都
計決定

推進 → →
・中心市街地の活性化を図るため、徳島市新町西地区市街地再開発事
業の都市計画決定について協議を行った。

県土 Ｃ
  数値目標（新町西地区市街地再開発事業の進捗
率）は、平成２２年に４０％の進捗率との目標で
あるが、実績は０なので、Ｃ評価とした。

40

－ － － －

推進 → → →

・本県における地域情報化指針「ｅ－とくしま推進プラン」（平成１
６年３月策定、平成２３年３月改訂）について、「ｅ－とくしま推進
会議」を開催し、協働目標の進捗状況について確認を行うなど、進行
管理を図った。
・平成21年度のｅ－とくしま推進会議において、26項目の協働目標の
進捗がほほ達成した。また、平成22年度に「協働目標」の全面見直し
を行い、新たな協働目標を設定を行った。

県民 Ａ

推進 →

・平成２１年６月に「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」を制定
し、官民一体となって観光の振興や交流の促進を図った。
また、平成２２年３月に「徳島県観光振興基本計画」を策定した。
○「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」を制定・推進<H21>制定・
推進<H22>推進

商工 Ａ

２　「ｅ－とくしま推進プラン」の推進
●「ｅ－とくしま推進プラン」について、「ｅ－とく
しま推進会議」において適切に進行管理するととも
に、「(財)ｅ－とくしま推進財団」において具体的な
課題に取り組むなど、官民一体となって着実にプラン
を推進します。

３　観光立県とくしまづくり
●「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」や「徳島
県観光振興基本計画」に基づき、官民一体となって、
観光振興の取り組みを推進します。

532

531

●すべての人が快適で効率的な都市形成を推進するた
め、徳島東部都市計画区域において、都市計画見直し
の基礎となる調査を実施します。

●徳島小松島港万代中央地区において、既存倉庫群を
活用した「憩いの場」や「にぎわい空間」の創出によ
り、地域振興・活性化を図ります。

●「新たな観光資源」として、東環状大橋（仮称）の
活用を図ります。

徳島小松島港本港地区におけるボードデッキ
等の整備

<H17>整備中　→　<H22>一部供用

徳島東部都市計画区域の都市計画見直し

<H17>－　→　<H22>見直し

新町西地区市街地再開発事業の進捗率

<H17>－　→　<H22>40％

●都市中心部の活性化を図るため、先導的な中心市街
地の再開発事業等を支援します。

533 ％

１

２

- 

これまでに、地域住民のアイデアを活かした計画を策定。計画のう
ち、既存公園から海上広場へつながる一連のゾーンが供用となる。

見直しに向け、国及び関係市町との協議を実施した。

事業主体において、当初事業計画の見直しを行っている。

県土

県土

県土

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

￠ ￠ 制定・推進

－ － 制定・推進 推進

￠ ￠ ￠ 推進

－ － 策定 推進

推進 → → →

・とくしまの観光ブランドを効果的に発信するとともに、積極的な広
告宣伝を行い、広く国内外に向け、徳島の知名度向上とイメージアッ
プを図った。また、地域の魅力を活かした観光地づくりや、地域資源
を活用した体験型観光を推進し、県内外の交流の促進を図った。
○観光入り込み客数
<H19>１，３５７万人
<H20>１，３７０万人
<H21>１，４２０万人
<H22>１，４１１万人

商工 Ｂ

　数値目標は未達成であるが、インターネット、
携帯サイトの活用など情報発信の強化を図り、体
験型観光の推進に取り組んでいるのでＢ評価とし
た。

<H22>
1,500

<H22>
1,500

<H22>
2,150

<H22>
2,150

1,357 1,370 1,420 1,411

推進 → →

・多くの観光客に選ばれる徳島を目指して、マスメディア等を活用す
るとともに、県外において、食や地域の特産品等も含めた徳島の魅力
について積極的に情報発信を行った。
○県外からの観光入り込み客数
<H19>７２７万人
<H20>７３９万人
<H21>８１３万人
<H22>８１９万人

商工 Ｂ
　数値目標は未達成であるが、観光プランづくり
や本県の食材、県産品を活かした観光メニューづ
くりに取り組んでおり、Ｂ評価とした。

￠ ￠
1,450(H19
から倍増)

727 739 813 819

推進 → → 友好提携

・平成１９年９月１３日に「日本国徳島県とドイツ連邦共和国ニー
ダーザクセン州との交流に関する共同宣言」調印し、教育・経済・文
化・スポーツなどの幅広い分野で交流を行い、地域の活性化や国際化
を推進した。

商工 Ａ

●徳島ならではの魅力を「観光とくしまブランド」と
して再構築し、情報発信を行うとともに、地域の魅力
を活かした観光地づくりや、地域資源を活用した体験
型観光の推進などに官民一体となって取り組むこと
で、県内外の交流が活発に行われる「観光立県とくし
ま」の実現を目指します。

535

534
「徳島県観光振興基本計画」の策定・推進

<H21>策定　→　<H22>推進

観光入り込み客数

<H17>1,245万人　→　<H22>2,150万人

県外からの観光入り込み客数
【再掲】

<H19>727万人　→　<H22>1,450万人

●高速道路新料金制度導入を最大限に活用するため、
県外からの観光入り込み客数の倍増を挑戦目標とし
て、マイカーを利用して来県する観光客に対する新た
な観光周遊ルートや宿泊滞在型観光プランの提案な
ど、観光誘客対策を推進します。

536

万人

１

３

県内における観光振興の機運を高めるため、官民一体となって「とく
しま祭り」を開催するなど、観光誘客に取り組んだ。

とくしまの観光ブランドを効果的に発信することで観光誘客促進に一
層取り組んだ。

商工

商工

商工
とくしまの観光ブランドを効果的に発信することで観光誘客促進に一
層取り組んだ。

３

562

４　国際交流の推進
●ドイツ・ニーダーザクセン州との友好提携を視野に
入れ、文化、経済、スポーツ、教育などの各分野にお
ける積極的な交流と相互協力を推進し、交流人口の増
加や地域の振興・活性化を図ります。

「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」を
制定・推進

<H21>制定・推進

１ 商工

万人

平成２１年６月に条例を制定し，官民一体となって観光の振興や交流
の促進に取り組んだ。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

4 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・「一人ひとりの感性を磨く」、「徳島ならではの文化を創る」、
「文化の力を活用する」の３つの柱に基づき、次のとおり各種文化振
興事業を実施した。
・平成19年度は第２２回国文祭とくしま２００７（通称：おどる国文
祭）を開催し、「阿波おどり」「阿波人形浄瑠璃」「阿波藍」「第
九」を４大モチーフとして掲げ、徳島らしい個性豊かな文化の祭典と
した。また、この成果を発展させ、20年度には、「アジア初演第九９
０周年記念コンサート」を、21年度には「阿波人形浄瑠璃月間～
ジョールリ１００公演～」を、22年度には「阿波藍×未来形プロジェ
クト」を開催した。

県民 Ａ

推進 → → →

・行政だけでなく民間企業や県民、ＮＰＯ、文化団体等が連携して徳
島らしい個性豊かな「あわ文化」を創造していく仕組みづくりを進め
るため、民間企業や県民からの協賛を得ながら、デザイナーやコピー
ライター、その他文化関係者が徳島の文化資源を取材しＰＲしていく
体制づくりの準備を進めた。
・県民の方々が自ら企画し、独自に実施する文化イベント「もっとみ
んなで参加事業」の実施や、藍染研究会、阿波人形浄瑠璃振興会、阿
波農村舞台の会、徳島交響楽団等と連携した「あわ文化」の創造・発
信を行うことができた。

県民 Ａ

推進 → → →

・徳島県スポーツ振興基本計画に掲げた「生涯スポーツ」「競技ス
ポーツ」「学校における体育・スポーツ」の３つの分野の振興を図る
ための施策の着実な推進を図った。
学校における体育・スポーツの充実については、「体育・保健体育」
の授業の充実を図るとともに、「体力アップ１００日作戦！」や「子
どもの体力向上指導者養成研修事業」等を通じて、子どもの体力の向
上に取り組んだ。また、学校体育や運動部活動支援のために、地域の
スポーツ人材を外部指導者として小・中・高等学校に派遣し、その活
性化を促進した。

県民
教育

Ｂ

　国体における本県の成績（全国最下位）や小学
5年生男子の体力テストの成績（全国最下位）か
ら、十分な成果は出ていないが、徳島ヴォルティ
スや徳島インディゴソックスなどの活躍により、
相応の「にぎわいづくり」につながっているの
で、Ｂ評価とした。

推進 → → 策定

・「オープンとくしまｅ－モニター」アンケートによる「県民のス
ポーツ意識等に関する調査」を行うとともに、新たな「徳島県スポー
ツ振興基本計画」について、スポーツ振興審議会において審議、検討
した。

県民 Ｂ

￠ ￠ ￠ 策定

－ － － 検討

制定推進 → → →

・県民の誰もが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親し
み、スポーツを通じて県民の元気を創造する「とくしまスポーツ王国
づくり」の実現のため制定した『とくしまスポーツ憲章』に則り、県
民スポーツの振興を図った。

県民 Ｂ

  数値目標（「とくしまスポーツ憲章」の制定
目標１９年度制定 実績１９年度制定）は達成し
ているものの、国体等の成績を考慮し、Ｂ評価と
した。

制定

制定 推進 推進 推進

527
「とくしまスポーツ憲章」の制定

<H19>制定

徳島県スポーツ振興基本計画の策定

<H22>策定
537

●「徳島県スポーツ振興審議会」を中心として、ス
ポーツ振興のために必要な調査・審議を行い、平成２
３年度からの「徳島県スポーツ振興基本計画」を策定
し、本県のスポーツのあるべき姿を創造します。

１
「とくしまスポーツ王国づくり」の実現を目指して制定した「とくし
まスポーツ憲章」に則り、県民スポーツの振興を図った。

県民

県民
・スポーツ振興審議会において、スポーツ振興のために必要な調査・
審議を行うとともに、新たな「徳島県スポーツ振興基本計画」を審
議、検討した。

２

●「とくしまスポーツ憲章」を制定し、全国大会等で
優秀な成績をおさめた個人・団体を表彰・褒賞するな
ど、県民スポーツの振興を図ります。

５　文化立県とくしまの体制づくり
●「徳島県文化振興基本方針」の推進を図ります。

●国民文化祭で盛り上がった機運を継続させ、官民が
連携して徳島らしい個性豊かな「あわ文化」を創造し
ていく仕組みづくりをコーディネートします。

６　スポーツの振興
●「徳島県スポーツ振興基本計画」の着実な推進を図
ります。また、スポーツに関する事務を再編成し、新
たな組織体制のもと、県民をはじめ、各市町村、各ス
ポーツ関係団体等の理解と協力を得て、「生涯スポー
ツ」、「競技スポーツ」の振興、学校における体育・
スポーツの充実を図るとともに、スポーツを活かした
「にぎわいづくり」や「健康づくり」など各種施策と
のより一層の連携強化を図ります。

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

5 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

７－２交流ひろがるとくしまづくり

促進 → 完成 供用
・「徳島空港新時代」の広域交通ネットワークの形成に向け、徳島飛
行場の滑走路拡張（２，５００ｍ化）が完了した。
平成２１年度末に拡張工事は完成、平成２２年４月８日供用開始。

県土 Ａ

　滑走路が拡張された徳島阿波おどり空港が供用
され、東京便が平成22年10月から従来のJALに加
えANAが参入してダブルトラック化が実現し、競
争の原理により県民にとって利便性が向上した。
よってA評価とした。

供用

整備中 整備中 完成 供用

￠ ￠ 供用

－ － 整備完了 供用

推進 → → →

・徳島小松島港沖洲（外）地区では、水深８．５ｍ耐震強化岸壁の整
備に向けて、平成２２年度は、公有水面埋立免許願書を出願した。
・赤石地区では、水深７．５ｍ岸壁及び水深５．５ｍ岸壁の供用によ
る内貿物流機能の充実・強化を図るため、背後のふ頭用地において道
路整備を進めた。
また、本県の「国際貿易の振興」や「地域経済の活性化」を図るた
め、国際海上コンテナターミナルの整備を行った。平成23年3月１２日
供用開始。
○徳島小松島港赤石地区における貨物取扱量
<H21>６３万トン（実績は翌々年度６月頃に判明予定）

県土 Ｂ

整備中

－
港湾計画変
更、調査

調査・設計 整備中

￠ ￠ ￠ 整備中

－ － 着手 供用

200

121 104 63 －

徳島飛行場の拡張

<H17>整備中　→　<H22>供用

「徳島阿波おどり空港」ターミナルビルの整
備

<H17>－　→　<H22>供用

徳島小松島港沖洲（外）地区の整備

<H17>－　→　<H22>整備中

県土

県土

県土

県土
徳島小松島港赤石地区における貨物取扱量

<H17>120万トン　→　<H22>200万トン

県土
平成２１年度は舗装工事等を実施し、年度末に拡張工事完成。平成２
２年４月８日供用開始。

538

540

541

542

543

徳島小松島港赤石地区　国際海上コンテナ
ターミナルの整備

<H21>着手　→　<H22>整備中

平成２２年４月８日供用開始。

工事着手に向けて、公有水面埋立免許願書を出願。

平成２２年度末に供用開始。

内貿ふ頭の早期供用に向けてふ頭用地内の道路整備を推進。貨物取扱
量の実績は、翌々年度6月頃に確定する見込み。

１

１

１

１

- 
万ト
ン

１　広域交通ネットワークの整備
●「徳島空港新時代」の広域交通ネットワークの形成
に向けて、徳島飛行場の滑走路拡張（２，５００ｍ
化）を促進します。

●徳島の海の玄関として、徳島小松島港の整備を推進
します。

Ａ
　目標どおり供用が開始されているのでＡ評価と
した。

Ａ
　目標どおり供用が開始されているのでＡ評価と
した。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

6 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

促進 → → →

・四国横断自動車道鳴門～徳島間においては、用地取得が進み、工事
も全面展開した。また、新直轄区間の小松島～阿南間においても、６
地区で設計協議が整うなど、高速道路の南進に向け、整備を促進し
た。
○四国横断自動車道（鳴門～徳島間）の整備用地取得率<H22>１００％
順調に用地買収が進み、工事も全面展開。
○四国横断自動車道（徳島～徳島東間）の整備<H22>調査中
早期の設計協議着手に向け、現地測量等を実施。
○四国横断自動車道（徳島東～阿南間）の整備<H22>設計協議・用地交
渉・一部工事
小松島～阿南間は、６地区で設計協議が整うとともに、「新那賀川
橋」や「立江トンネル」等の建設工事を促進。徳島東～小松島間は、
３地区で設計協議に着手。

県土 Ｂ

  数値目標は、四国横断自動車道の徳島～徳島東
間が少し遅れているのを除き、鳴門～徳島間、徳
島東～阿南間の９整備はいずれも達成しており、
主要事業についてはＢ評価とした。

100

95 98 99 100

設計協議中

調査中 調査中 調査中 調査中

工事施工中

設計協議
設計協議・用
地交渉・一部

工事

設計協議・用
地交渉・一部

工事

設計協議・用
地交渉・一部

工事

促進 → → →

・平成１９年度には、阿南安芸自動車道の日和佐道路６．２ｋｍが部
分供用、徳島環状線の国府工区１．５km（一般部）が供用し、平成２
２年度には、徳島南環状道路の川北トンネル（仮称）が貫通するな
ど、地域高規格道路の徳島環状道路や阿南安芸自動車道の整備を促進
した。
・なお、南環状道路（438号～55号：延長3．3km）は、一部の用地取得
が困難となり、予定の平成２２年度の供用が不可能となった。
○地域高規格道路徳島環状道路（延長２２ｋｍ）の供用率<H22>４６％
○地域高規格道路阿南安芸自動車道（日和佐道路延長９．３ｋｍ）の
供用率<H22>６７％
○地域高規格道路阿南安芸自動車道（桑野道路）の整備<H22>都市計画
決定
○地域高規格道路阿南安芸自動車道（福井道路）の整備<H22>都市計画
決定

県土 Ｂ

　数値目標の地域高規格道路徳島環状道路の供用
率、目標６０％、実績４６％を除き、地域高規格
道路阿南安芸自動車道の日和佐道路延長の供用
率、桑野道路の整備、福井道路の整備とも達成し
ているため、主要事業については、Ｂ評価とし
た。

60

37 39 39 46

県土

県土

四国横断自動車道（鳴門～徳島間）の整備
用地取得率

<H17>用地取得率14％
　→<H22>用地取得率100％
 ・工事全面展開中(<H26>供用目標)

四国横断自動車道（徳島～徳島東間）の整備

<H17>調査中　→　<H22>設計協議中
(<H31>供用目標)

544 順調に用地取得を完了した。

現地調査に日数を要したため、設計協議に着手できなかった。

小松島～阿南間は、６地区で設計協議が整い、徳島東～小松島間は、
３地区で設計協議に着手。小松島～阿南間では，新那賀川橋や立江ト
ンネル等の建設工事を促進。

南環状道路８工区(3.3km)は一部の用地取得困難のため予定の平成２２
年度供用できなかった。

１％

545

546

547

●高規格幹線道路と一体となって高速交通ネットワー
クを形成する地域高規格道路について、徳島環状道
路、阿南安芸自動車道の整備を促進します。

地域高規格道路徳島環状道路（延長22㎞）の
供用率

<H17>28％　→　<H22>60％

四国横断自動車道（徳島東～阿南間）の整備

<H17>調査中　→　<H22>工事施工中

２

１

３

県土

県土

●近畿及び四国内の交流基盤となる四国横断自動車道
（鳴門～阿南間）の整備及び徳島自動車道の追越車線
等の付加車線設置を促進します。

％

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

7 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

67

67 67 67 67

<H22>
調査設計中

<H22>
調査設計中

<H22>
調査設計中

<H22>
都市計画

決定

調査中 調査中
都市計画決
定手続着手

都市計画
決定

<H22>
調査設計中

<H22>
調査設計中

<H22>
調査設計中

<H22>
都市計画

決定

調査中 調査中
都市計画決
定手続着手

都市計画
決定

促進 → → →

・一般国道３２号において、猪ノ鼻道路では州津地区の工事促進、改
築防災大歩危工区では用地交渉を促進し、また、一般国道５５号にお
いて、阿南道路では阿南市津乃峰町～橘町間の設計協議・用地交渉・
工事を促進、牟岐バイパスでは設計協議を推進した。
○一般国道３２号猪ノ鼻道路（延長８．４ｋｍ）の整備<H22>工事施工
中
○一般国道５５号阿南道路（延長２１ｋｍ）の供用率<H19>７４％
○一般国道５５号牟岐バイパス（延長２．４ｋｍ）の整備<H22>設計協
議・用地調査の推進

県土 Ｂ
　牟岐バイパスの目標である平成22年度の工事着
工は未達成だが、猪ノ鼻道路、阿南道路について
は目標どおり進捗をしており、Ｂ評価とした。

工事施工中

用地交渉・
工事に着手

用地交渉・
工事を促進

用地交渉・
工事を促進

工事施工中

74

74 74 74 74

工事施工中

調査中
設計協議に

着手
設計協議

設計協議
用地調査

一般国道５５号牟岐バイパス（延長2.4㎞）
の整備

<H17>調査中　→　<H22>工事施工中

553

一般国道５５号阿南道路（延長21㎞）の供用
率

<H19>バイパス区間
（阿南市津乃峰町までの15㎞）の供用

一般国道３２号猪ノ鼻道路（延長8.4㎞）の
整備

<H17>調査中　→　<H22>工事施工中

地域高規格道路阿南安芸自動車道（福井道
路）の整備

<H17>未実施　→　<H22>都市計画決定

地域高規格道路阿南安芸自動車道（桑野道
路）の整備

<H17>未実施　→　<H22>都市計画決定

地域高規格道路阿南安芸自動車道（日和佐道
路延長9.3㎞）
の供用率

<H15>－（工事着手 5.9㎞）　→　<H22>67％
（一部供用6.2㎞、残区間工事展開）

平成１９年５月１２日に、由岐ＩＣ～美波町北河内間６．２ｋｍが部
分供用。平成２３年度の全線供用に向け，工事促進中。

３

548

％

１

１

１

１

都市計画決定の手続きを進めた。(H22.4.30都市計画決定）

用地交渉・工事を促進。用地取得も概ね完了し，工事を促進。

平成１９年１２月１日に、津乃峰町長浜～東分間
０．５ｋｍが部分供用し、目標を達成。

１

平成２０年より、５地区に分け、設計説明会を開催し、設計協議に着
手（H22.12：３地区／５地区完了）。設計協議完了箇所より，用地調
査実施。ただし，工事には至っていない。

県土

県土

県土

県土

県土

県土

都市計画決定の手続きを進めた。(H22.4.30都市計画決定）549

550

551

552

●交流の基盤を支える一般国道３２号、一般国道５５
号バイパスなどの主要幹線道路の整備を促進します。

％ Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・平成２１年度末に工事が完成し、平成２２年４月２日に供用開始。
○県道徳島空港線（徳島空港～一般国道２８号）の整備<H21>暫定供用
・マリンピア沖洲へのアクセス道路である元町沖洲線については、Ｈ
１９年度に完成した。
○元町沖洲線（延長２．７ｋｍ）の整備<H19>４車線化完成
・マリンピア沖洲Ⅱ期事業については、平成21年度に、マリンピア沖
洲への３本目のアクセス道路を供用した。なお、北側緑地について
も、平成21年度に供用した。また、小型船だまりは平成２３年度の部
分供用を目指す。
・徳島小松島港津田地区においては、埋立工事着手に向けて、平成２
２年度に公有水面埋立免許願書を出願した。

県土 Ａ

暫定供用

整備中 整備中 暫定供用 暫定供用

４車線化
完成

４車線化
完成

－ － －

概成

事業中 事業中 事業中 概成

￠ ￠ 整備中

－ 調査中 調査・設計 整備中

推進 → → →

・放射道路は、東吉野町北沖洲線１．３ｋｍが部分供用した。（暫定
供用含む）
○放射道路（延長約２３．２ｋｍ）の供用率（暫定含む）<H22>８６％
・外環状道路は、平成１９年度に徳島環状線の国府工区１．５km（一
般部）が供用し、平成２２年度には、徳島南環状道路の川北トンネル
（仮称）が貫通するなど、各工区の整備を促進した。
○外環状道路（延長約３５．０ｋｍ）の供用率<H22>５８％

県土 Ｂ

　南環状道路の大木～大野は平成22年度に供用で
きなかったものの、19年度には田宮街道や元町沖
ノ洲線の完成・供用、22年度には川内工区の部分
供用など、放射環状道路の整備が進んでおり、Ｂ
評価とした。

<H22>
80

<H22>
80

<H22>
80

<H22>
86

77 79.9 85.6 86

県土

県道徳島空港線（徳島空港～一般国道２８
号）の整備

<H17>整備中　→　<H21>暫定供用

●陸海空の広域交通ネットワーク形成に向け、空港・
港湾と高規格幹線道路などを連結する道路及び施設の
整備を推進します。

１ 平成２１年度末に工事が完成し、平成２２年４月２日に供用開始。

556

555
元町沖洲線（延長2.7㎞）の整備

<H19>元町沖洲線(延長2.7㎞)の４車線化完成

マリンピア沖洲Ⅱ期事業（土地造成）

<H17>事業中　→　<H22>概成

１

２

２　都市部における渋滞対策の推進
●都市部の慢性的な渋滞を解消するため、徳島市中心
部とその周辺地域における放射環状道路の整備を推進
します。

557
徳島小松島港津田地区整備事業（土地造成）

<H20>調査中　→　<H22>整備中

放射道路（延長約23.2㎞）の供用率（暫定含
む）

<H17>68％（供用延長15.8㎞）
　→<H22>86％（供用延長19.9㎞）
<H19>常三島中島田線(田宮街道3.8㎞)の４車
線化完成
<H19>元町沖州線(延長2.7㎞)の４車線化完成
(再掲)

554

558

１

１

４車線化完成し、供用している。

北側緑地は平成２１年度に完了。南側水域は平成２２年度に完了。引
き続き、道路用地等の整備を推進する。

工事着手に向けて、公有水面埋立免許願書を出願。

東吉野北沖洲線１．３ｋｍが部分供用した。（暫定供用含む）

県土

県土

県土

県土％

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

66

48 49 49 58

推進 → → →
・本町交差点（直轄事業）等渋滞の著しい交差点の渋滞対策工事を推
進した。
○主要幹線道路等における渋滞交差点の箇所数<H22>6箇所

県土 Ａ

6

16 15 12 6

推進 → → →
・鉄道高架事業の事業化に向け、車両基地の候補地を絞り込むなど、
都市計画決定等に必要な諸調査を実施した。

県土 Ｂ

推進 → → →

・鉄道やバスといった公共交通機関の利用を促進するため、店舗利用
型パーク・アンド・ライドの実施、県内を運行するバスの路線図を掲
載した冊子「バスでどこ行こ？」の配布を行った。
携帯電話やパソコンからバスの時刻表や運賃が検索できる「とくしま
バスＮａｖｉ」の配信を通して、公共交通機関の利用促進を図った。

県土 Ｂ

  鉄道やバスといった公共交通機関の利用を促進
するため、店舗利用型パーク・アンド・ライドな
どを行うことは、市内の渋滞対策という意味でも
重要な施策であると考える。
  県内に２箇所（旧羽ノ浦町、旧鴨島町）ある鉄
道のパーク・アンド・ライドについては、旧羽ノ
浦町については、成果が上がっているようだが、
旧鴨島町については、駅までの距離があることな
どから成果が今ひとつと伺っているので、Ｂ評価
とした。

推進 → → →
・公共交通事業者に対して各種支援を行い、地域の生活交通網の維
持・確保に努めた。

県土 Ｂ

  上勝町など路線バスが撤退した町村もあるが、
採算面で大変厳しい中、地域の生活交通網の維
持・確保がなされていることは一定の評価ができ
るので、Ｂ評価とした。

７－３観光立県とくしまづくり

推進 →

・平成２１年６月に「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」を制定
し、官民一体となって観光の振興や交流の促進を図った。
また、平成２２年３月に「徳島県観光振興基本計画」を策定した。
○「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」を制定・推進<H21>制定・
推進<H22>推進

商工 Ａ

（附帯意見）
　県内の小・中学校の遠足は極力県内にいけるよ
うなローテーションを組んでいただくと観光関係
の活性化に繋がるのではと思う。

推進 → → →

・多くの観光客に選ばれる徳島を目指して、「庶民遺産」「自然一
番」というブランドイメージを広くＰＲしていくとともに、マスメ
ディア等を活用した広告宣伝を実施した。
○観光入り込み客数
<H19>１，３５７万人
<H20>１，３７０万人
<H21>１，４２０万人
<H22>１，４１１万人
○「徳島観光ファンクラブ」会員数（累計）<H22>５，６５０人

商工 Ｂ

（附帯意見）
　観光施設における身体障害者用トイレの整備を
していただくと、御年輩の方も訪れやすく、観光
関係の活性化に繋がるのではと思う。

外環状道路（延長約35.0㎞）の供用率
（暫定含む）

<H15>44％（供用延長15.4㎞）
　→<H22>66％（供用延長23.2㎞）
<H19>徳島環状線（国府工区1.5㎞）の暫定供
用

県土539
南環状道路８工区(3.3km)は一部の用地取得困難のため予定の平成２２
年度供用できなかった。

３％

●渋滞の著しい交差点の緩和・解消に努めます。

主要幹線道路等における渋滞交差点の箇所数

<H17>23箇所　→　<H22>6箇所

●踏切の除去により、道路交通の円滑化が図られる鉄
道高架事業を、徳島市が実施するまちづくりと一体と
なって推進します。

３　公共交通機関の利用促進
●パークアンドライド等の推進による公共交通機関の
利用促進や時差通勤の導入など交通需要マネジメント
施策を推進します。

559

●路線バス、鉄道等地域の生活路線を運行する事業者
に対して支援を行い公共交通網を維持・確保します。

１　「観光とくしまブランド」の確立
●「もてなしの阿波とくしま観光基本条例」や「徳島
県観光振興基本計画」に基づき、官民一体となって、
観光振興の取り組みを推進します。（再掲）

●多くの観光客に選ばれる徳島を目指して、「庶民遺
産」、「自然一番」というブランドイメージを広くＰ
Ｒしていくとともに、マスメディアや県人会のネット
ワーク等を活用した広告宣伝を実施することにより、
広く国内外に向けたイメージアップを図ります。

１
本町交差点（直轄事業）等渋滞の著しい交差点の渋滞対策工事を推進
した。

県土箇所

Ｃ
　目標が未達成なのでＣ評価とした
　供用率は平成15年度に既に44%あったため、こ
れを控除すると63.6%となる

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

<H22>
1,500

<H22>
1,500

<H22>
2,150

<H22>
2,150

1,357 1,370 1,420 1,411

6,000

5,030 5,147 5,467 5,650

￠ ￠ ￠ 出展

－ － － 出展

推進 → → →

・「東洋のハリウッド」を目指し、県内を舞台とした連続テレビ小説
「ウェルかめ」をはじめ、映画、テレビ、ＣＭ等のロケ撮影を支援・
誘致した。
○映画、ドラマ、ＣＭ等のロケ撮影支援件数（累計）<H22>２００件

商工 Ａ

200

139 159 179 200

推進 → → →

・観光客誘致及び受け入れ態勢の強化を推進することにより、観光客
の周遊性・滞留性を高め、一層の観光振興を図った。また、「おもて
なしの心」や自然に恵まれた徳島ならではの観光資源を活用した取り
組みを推進した。

商工 Ｂ

  観光従事者向け研修の実施など受入態勢の推進
に取り組むとともに、観光周遊ルートなどの情報
提供を行うなど観光客の誘致促進に取り組んでい
ることは一定の評価ができるので、Ｂ評価とし
た。

推進 → → →

・夏の阿波おどりはもとより、春の阿波おどりとして県外に発信でき
る「はな・はる・フェスタ」に対し支援を行うとともに、本県を代表
する観光資源として、広く国内外に紹介し、本県の知名度向上と観光
客誘致につなげた。
○県内主要「阿波おどり」入り込み客数<H22>１５３万人（天候や曜
日、その他の要因で毎年変動）
○「はな・はる・フェスタ」入り込み客数<H22>２８万人（天候、その
他の要因で毎年変動）

商工 Ｂ

　数値目標（県内主要「阿波おどり」入り込み客
数 目標１６０万人 実績１５３万人）は未達成で
はあるが、夏の阿波おどりはもとより、春の阿波
おどり（はな・はる・フェスタ）に対しても支援
をし、広く国内外へその魅力を発信していること
は一定の評価ができるため、Ｂ評価とした。

160

160 153 152 153

●「東洋のハリウッド」を目指して、公的関与のフィ
ルムコミッションを中心に、県内を舞台にしたテレ
ビ、映画、ＣＭ等のロケ撮影の支援・誘致を推進しま
す。

２　「おもてなしの国とくしま」づくりの推進
●個人旅行へと変化している観光ニーズに対応するた
め、鉄道や路線バス、タクシー等を活用した着地型情
報の充実を図ることにより、観光客の誘致促進につな
げます。また、「東洋のベニス・水の都とくしま」な
ど徳島ならではの観光資源を活用した取り組みを推進
します。

●阿波おどりの活性化を図るとともに、その魅力を国
内外へ発信します。

564

観光入り込み客数【再掲】

<H17>1,245万人　→　<H22>2,150万人

「徳島観光ファンクラブ」会員数（累計）

<H17>3,418人　→　<H22>6,000人

563

１

映画、ドラマ、ＣＭ等のロケ撮影支援件数
（累計）

<H17>88件　→　<H22>200件

560

３

２

３

的確な情報提供とアテンドにより、県内ロケの支援・誘致を図り、支
援件数は２００件となった。

会員数の増加を図るとともに、観光情報サイト「阿波ナビ」に、クチ
コミ情報のサブサイトを開設するなど、徳島の魅力と旬の情報を多く
の人々に発信した。

臨時駐車場を増設するなど、観光誘客促進に取り組み、天候、期間中
の曜日、その他様々な要因で入込数に変動があるが、目標の160万人に
達した年もあった。

商工

商工

万人

人

とくしまの観光ブランドを効果的に発信することで観光誘客促進に一
層取り組んだ。

「上海万博」への出展

<H22>出展

上海万博会場内の「関西ギャラリー」で、「徳島ウィーク」を開催
し、観光ＰＲ、ＬＥＤ応用製品・工芸品の展示し、約３万人の来場者
に徳島のＰＲを行った。

１565

566
県内主要「阿波おどり」入り込み客数

<H17>148万人　→　<H22>160万人

商工

商工

商工件

万人

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ
　目標が未達成なのでＣ評価とした
　入り込み客数は平成17年度に既に148万人で
あったため、これを控除すると41.7%となる

11 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

28

32 31 13 28

推進 → → →

・本県の持つ豊かな自然や食材等を利用し、県外から教育旅行を受入
れた。
○体験型教育旅行における協議会受入泊数（累計）<H22>１０，９０５
泊

商工
農林

Ｂ
数値目標の事項を総合的に勘案してＢ評価とし
た。

<H22>
1,500

<H22>
1,500

<H22>
2,150

<H22>
2,150

1,357 1,370 1,420 1,411

<H22>
5,000

<H22>
5,000

<H22>
5,000

<H22>
8,000

506 2,114 6,181 10,905

35

32 32 32 42

300

242 309 － －

推進 → →

・平成20年10月国土交通大臣から観光圏認定を受けた、西部圏域の２
市２町をエリアとする「にし阿波観光圏」において、観光地の広域連
携により官民一体となって内外観光客の来訪滞在を促進する事業を推
進した。
・市町等と連携し、西部圏域を一体的にPRするツール制作、合同キャ
ンペーン等を実施した。
○PRツールの共同制作
総合パンフレット、ホームページ、ＤＶＤ等の作成
○広域合同観光キャンペーンの実施
８月神戸市さんちかタウン
９月とくしまＩＮＡＫＡ博
３月大阪アウトドアフェスティバル
○大都市圏におけるキャンペーン等の実施
４月～３月「ＴＩＣ（ツーリストインフォメーションセンター）東
京」出展
５月「羽田空港における観光プロモーション」
５月「旅フェア」出展
９月ふるさと回帰フェア2010（大阪）
１１月「トラベルマート」出展

西部 Ａ

　「にし阿波観光圏」は平成20年10月に国土交通
省から認定を受けた（全国16地域、四国では
初）。県西部の観光地同士が連携をした2泊3日以
上の滞在を促進するため、関係市町村や観光協
会、旅館組合などと一緒になって大阪や神戸など
の関西をはじめ、東京にも機会あるごとに観光PR
されており、平成19年から22年の伸びでは宿泊客
は10％、うち外国人は2.5倍と増加に繋がったこ
とからＡ評価とする。今後も、三好・美馬の西部
地域が一体となって観光客の来訪滞在に努めてい
ただきたい。
（附帯意見）
　「にし阿波観光圏」について、外国人を含めた
観光客の増加を実感しているところであり、今後
も、県庁職員を中心に住民を引っ張っていただき
たい。

「観光検定」の合格者数（累計）

<H17>－　→　<H22>300人

●本県の持つ豊かな自然や食材、個性ある伝統芸能、
伝統技術などの地域資源を、体験などの様々な手法で
観光資源として活用するとともに、高速道路新料金を
積極的にＰＲするほか、とくしま観光講座の開催など
県民参加型の観光客誘致を推進します。

561 １

１

３

１

県民参加型の観光振興に努め、目標値を達成し、２０年度で事業を終
了した。

企画内容を工夫することにより、観光誘客促進に取り組み、平成１９
年度以降は、荒天であった平成２１年度を除き、目標を達成した。

農林

商工

567

568

569

570

●県西部圏域の豊かな地域資源を活用し、官民一体と
なった「にし阿波観光圏」のＰＲや観光案内の向上な
どの取り組みを進め、観光客の来訪滞在を促進しま
す。

「はな・はる・フェスタ」入り込み客数

<H17>20万人　→　<H22>28万人

観光入り込み客数【再掲】

<H17>1,245万人　→　<H22>2,150万人

グリーン（ブルー）・ツーリズム
インストラクター数（累計）

<H17>16人　→　<H22>35人

１

万人

泊

体験型教育旅行における協議会受入泊数
（累計）

<H17>－　→　<H22>8,000泊

商工

商工

商工

２２年度は２３年１月に勝浦町にインストラクター研修会を誘致し、
体験指導者の育成に取り組み、目標を達成した。

本県の持つ豊かな自然や食材等を利用し、教育旅行の誘致・受入に積
極的に取り組み、目標を大きく上回る成果を挙げた。

とくしまの観光ブランドを効果的に発信することで観光誘客促進に一
層取り組んだ。

人

万人

人

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ
　チャレンジ的な非常に高い目標を掲げ取り組ん
だが、目標には遠く及ばなかったのでＣ評価とし
た。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 →
・高速道路利用による県西部圏域への入り込み客数増を図るため、市
町や関係団体と連携協力し、都市部（東京・大阪）や徳島自動車道吉
野川ＳＡにおいてパンフレット類によるＰＲに努めた。

西部 Ａ

推進 →

・平成２２年３月２０日から２３日にかけて、中国・上海市からの医
療観光モニターツアーを実施した。
<H21>実施（平成２２年３月２０日～２３日）
・上海からのチャーター便を活用し、旅行会社の企画による「医療観
光ツアー」が実施された。
○第1弾：平成22年5月22日～25日○第2弾：平成22年10月9日～11日

商工 Ａ

推進
・既存の休憩施設等の調査を行うとともに、四国遍路を行っている
方々にアンケート調査を実施し、休憩施設等に対するニーズの把握を
行った。

県土 Ａ

推進 → → →

・関西広域機構や四国ツーリズム創造機構などの広域連携組織を活用
することにより、インバウンド事業の推進や周遊ルートの確立を図っ
た。
・上海万博会場内の「大阪館」に関西の1２府県市共同によるＰＲコー
ナーを設けるとともに、「徳島ウィーク」として本県単独ブースを設
置し、観光パンフレットの配布やＬＥＤ応用製品、工芸品の展示を行
い、徳島の魅力をアピールした。
○「徳島ウィーク」の開催　平成22年5月22日～31日　期間中来場者：
約3万人

商工 Ａ

推進 → → →

・徳島県国際観光テーマ地区推進協議会として、外国語版「阿波ナ
ビ」ホームページの管理運営を行い、随時、新しい情報提供を行うと
ともに、県内のビジット・ジャパン案内所の運営と外国語版観光パン
フレットの発行・配布を行うことにより、本県を訪れた外国人観光客
の受け入れ態勢の充実を図った。
また、平成22年7月に中国人の個人観光査証の発給要件が緩和されたこ
とに伴い、施設内の案内に必要な多言語シールの作成、県内の決済
カード利用可能店舗一覧を中国語ホームページで公開するなど、中国
人観光客の受入態勢の整備を促進した。
・ビジット・ジャパン案内所（１箇所）照会延べ件数<H22>１，３１４
件

商工 Ａ

整備 → → →
・剣山のほか、高の瀬峡、神山などへのアクセスルートにおける幅員
狭小区間の拡幅工事を実施した。
○観光地へのアクセスルートにおける整備箇所数<H22>６箇所

県土 Ｂ

  数値目標（観光地へのアクセスルート整備箇所
数 目標６ 実績６）は達成しているが、自然公園
へのアクセスとなる国道・県道の整備箇所は他に
もかなりあると思うので、Ｂ評価とした。

<H22>
4

<H22>
4

<H22>
4

<H22>
6

－ 2 4 6

実施 → → →
・県内に８１基ある道路情報板を活用し、観光地までの距離やとくし
まマラソン等のイベント情報を表示した。
○イベント情報を表示する道路情報板数<H22>６４箇所

県土 Ａ

<H22>
20

<H22>
20

<H22>
40

<H22>
40

59 34 57 64

●先進的な医療サービスの提供と豊富な観光資源や地
域食材を組み合わせた医療観光（メディカルツーリズ
ム）の推進に取り組みます。

●歩き遍路などの歩行者に対して快適な歩行空間を確
保するため、民間活力を導入した「いやし・もてな
し」施設（椅子、休憩小屋、案内板等）の整備を推進
します。

●近隣府県等と連携した広域観光・交流を推進しま
す。

●外国人向けの観光案内所の運営や観光情報の提供を
行うことなどにより、外国人観光客の受け入れ態勢の
充実を図ります。

571

572

観光地へのアクセスルート整備箇所数

<H17>－　→　<H22>6箇所

イベント情報を表示する道路情報板数

<H17>－　→　<H22>40箇所

●本県が持つ豊かな自然を活かした剣山をはじめとす
る自然公園へのアクセスとなる国道、県道の整備を推
進します。

●県内で開催されるイベントの情報等を、県民や全国
へ効果的に発信するため道路情報板にイベント情報等
を表示します。

●高速道路による県西部圏域への入り込み客増を図る
ため、市町や関係団体と連携協力し、都市部や高速道
路サービスエリア等で圏域の魅力をＰＲします。

県土

県土観光地までの距離やとくしまマラソン等のイベント情報を表示した。

観光地へのアクセスルート６箇所を整備した。１

１

箇所

箇所

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・徳島ならではの魅力的で売れる県産品の創出や、コンビニエンスス
トアをはじめとする販売・流通業者への販路開拓を支援し、県産品の
販路を拡大した。
○「県産品まるごとデータベース・阿波のあるでよネット」商品数
<H22>１，０３０品（累計）
○コンビニエンスストアでの県産品販売コーナー設置数<H22>５１箇所

商工 Ａ

1,000

690 720 800 1,030

20

6 6 6 51

推進 → → →
・伝統的工芸品展WAZA２０１１（東武百貨店）など、毎年出展するこ
とで全国的な販路拡大と産業の振興を図った。

商工 Ａ

推進 → → →

・「藍染め・しじら織り製品」をクールビスという視点でとらえ、全
国的認知度を高め、藍染め・しじら織り地場産業の振興を図った。
・クールビズ企画展（「あるでよ徳島」）を毎年開催
・藍染め・しじら織りシャツの販売実績<H22>１６０枚（４年間の合計
１，５４４枚）

商工 Ｂ

推進 → → →

・東京（ローソン虎ノ門巴町店内）・大阪・名古屋に設置されたアン
テナショップを活用してフェア、企画展を開催し、本県の魅力と知名
度アップを図った。
・県外で民間が設置・運営する物産店を、県のアンテナショップとし
て認定する「阿波とくしまアンテナショップ」を創設し、「徳島・香
川トモニ市場（東京都千代田区有楽町）」をその第１号店として認
定・支援することにより、官民協働による県産品の販路拡大や情報発
信を行った。

商工 Ａ

推進 → → →

・県内５市９町１村の棚田地域を含む中山間地域で、徳島県ふるさと
水と土指導員による、農地の保全及びイベント等による都市住民との
交流事業への支援を実施した。
○「ふるさと水と土指導員」の認定数<H22>４６人

農林 Ａ

40

35 38 42 46

４　スローライフを体験できる場づくり
●棚田や里山など農村景観を形成する貴重な財産の保
全・整備・活用による地域コミュニティの新たな醸成
と、スローライフを体験できる場づくりを進めます。

●伝統工芸品の展示、実演、体験などを盛り込んだ工
芸品展の開催等を通じ、伝統工芸品の販路拡大と産業
の振興を図ります。

●「藍染め・しじら織り製品」を新たにクールビズと
いう視点で全国的認知度を高め、本県の魅力アップと
藍染め・しじら織り地場産業の振興を図ります。

●東京におけるアンテナショップとして、全国初とな
るコンビニエンスストアとのコラボレーションによる
県産品の販売等を行うほか、大阪・名古屋のアンテナ
ショップを活用し、本県の魅力と知名度のさらなる向
上を図るとともに、首都圏における新たな出店の検討
も進めます。

573

「県産品まるごとデータベース・阿波のある
でよネット」商品数

<H17>500品　→　<H22>1000品

３　県産品を活用した魅力発信
●「阿波の逸品」に代表される豊かな農林水産資源等
を活用した徳島ならではの魅力的で売れる県産品の創
出を行うとともに、コンビニエンスストアをはじめと
する販売・流通事業者への販路開拓を支援し、県産品
の販路拡大を通じて徳島の魅力を発信します。

商工
コンビニエンスストアとの包括業務提携が２者となり、目標を達成し
た。

掲載商品数の増加に取り組み、目標を達成した。
掲載商品数の累積　1,030件

商工１

１

品

箇所

575 人

コンビニエンスストアでの県産品販売コー
ナー設置数

<H17>－　→　<H22>20箇所

574

「ふるさと水と土指導員」の認定数

<H17>31人　→　<H22>40人
１

資質向上のための県内研修会の開催や、全国研修会への派遣等によ
り、平成22年度新たに４名の指導員が認定され、認定者数が46名とな
り目標を達成した。

農林

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

７－４笑顔と活気あふれるとくしまづくり

推進 → → →

・平成19年に我が国最大の文化の祭典である第22回国民文化祭・とく
しま2007(愛称「おどる国文祭」)を開催するほか、他県から多くの人
が集まる大会・会議の誘致・開催を行った。
　○第20回全国なぎさシンポジウムin徳島<H19>
　○地域ＩＣＴ未来フェスタ<H20>
　○消費者問題国民会議2009徳島大会<H21>
　○第10回川での福祉と教育の全国大会in徳島<H21>
　○第10回全国障害者芸術・文化祭とくしま大会<H22>
　○第44回全国ろうあ者大会<H22>

県民
県土
危機
保健
商工

Ａ

　第22回国文祭・とくしま２００７（おどる国文
祭）をはじめとして、様々な全国大会等の誘致・
開催を行った。
　また、大会や会議以外にも、「マチ☆アソビ」
を徳島市中心市街地で平成21年から開催し、アニ
メの上演や作品の展示など、多くの人が集まるイ
ベント等を積極的に開催し、にぎわいを創出して
いることからＡ評価とした。

700,000

770,000 － － －

700

400 － － －

100,000

－ 118,900 － －

￠ ￠ 300

－ － 250

￠ ￠ 500

－ － 650 －

人

人

１　多くの人が集まる大会・会議、イベントの開催
●にぎわいを創出するため、他県から多くの人が集ま
る大会・会議を誘致・開催します。

578

579

580

581

582

国民文化祭（来場者数）

<H19>700,000人

人

人

人

第２０回全国なぎさシンポジウムin徳島
（参加予定人数）

<H19>約700人

地域ＩＣＴ未来フェスタ（参加予定人数）

<H20>100,000人

消費者問題国民会議２００９徳島大会（参加
予定人数）

<H21>300人

第１０回川での福祉と教育の全国大会in徳島
（参加予定人数）

<H21>500人

１

３

１

２

１

・国内最大級の地域情報化の祭典「地域ＩＣＴ未来フェスタ２００８
ｉｎとくしま」を平成２０年１１月７日（金）から９日（日）の３日
間、アスティとくしまをメイン会場に県内８市町１１会場で開催し、
インターネット参加を含め、県内外から延べ１０万人が参加した。徳
島ならではの取り組みとして、サテライト会場と光ファイバー網等を
活用した交流イベントを実施し、過疎化が進む中山間地域の処方箋と
して「ＩＣＴの可能性」を全国に発信した。
○地域ＩＣＴ未来フェスタの参加者数　<H20>延べ１２万人（プレイベ
ント及び協賛イベントを含む）

平成１９年１１月８日に「第２０回全国なぎさシンポジウムｉｎ徳
島」を開催し、全国から約４００人が参加した。

・我が国最大の文化の祭典である、第２２回国民文化祭・とくしま２
００７（愛称「おどる国文祭」）を、県内外から延べ約７７万人の来
場者を迎え、「県民総参加」の祭典として、平成１９年１０月２７日
から１１月４日の９日間、県内全２４市町村で開催した。

「第10回川での福祉と教育の全国大会in徳島」を平成21年10月9日～11
日に開催し、全国から約６５０人参加した。

平成２１年５月２７日に「消費者新時代　消費者が主役」をテーマと
して、消費者支援対策の一層の活性化を図り、消費生活の安定・向上
に資することを目的に、内閣府と共催で開催し、徳島県民を中心に約
２５０人が参加した。

県民

県土

県民

危機

県土

Ａ 目標を達成しているのでＡ評価とした。

Ｃ 目標を達成していないのでＣ評価とした。

Ａ 目標を達成しているのでＡ評価とした。

Ｂ 概ね目標を達成しているのでＢ評価とした。

Ａ 目標を達成しているのでＡ評価とした。

15 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

￠ ￠ ￠ 10,000

－ － － 12,000

￠ ￠ ￠ 2,800

－ － － 2,870

￠ ￠ ￠ 1,000

－ － －
1,647

(申込者数)

開催 →

・平成２２年１月１６日から３１日にかけて、徳島市内中心市街地に
おいて、とくしま冬の「マチ☆アソビ」を開催し、アニメ上映会や原
画の作品展示等により四季を通じたにぎわいの創出を図った。平成２
３年１月２２日から２月６日にかけては、とくしま冬の「マチ☆アソ
ビ」を開催した。
○とくしま冬の「マチ☆アソビ」の開催<H21><H22>開催

商工 Ａ

　平成21年から徳島市中心市街地で開催し、アニ
メの上演や作品の展示などが行われている。
（附帯意見）
　県南では、外国人の方が通訳をつけて観光した
り、道の駅では地元の食材も販売されており、非
常に良い観光リソースである。しかし、県外への
宣伝が不足していると感じており、次回イベント
時には、県南の体験型の観光リソースを、たくさ
ん宣伝していただきたい。

￠ ￠ ￠ 開催

－ － 開催 開催

推進 → → →

・本県に多くの県外客が集まる大会・会議を行う主催者に対し、開催
経費や郷土芸能等の助成を拡充して実施した。
・コンベンショントレードショーの出展、観光割引制度の実施、飲食
店ガイドブックの提供等により、積極的に誘致活動を展開した。
○コンベンション（四国大会以上）の参加者数（累計）
<H22>５４８，６３７人

商工 Ａ

500,000

263,608 364,962 444,376 548,637

推進 → → →
・「渦の道」、「あすたむらんど徳島」、「アスティとくしま」など
の交流拠点の魅力を高めるとともに、交流拠点を活用したイベントの
充実を図った。

商工 Ｂ

  「渦の道」や「あすたむらんど徳島」など交流
拠点を活用したイベントの開催を積極的に行い、
にぎわいづくりに取り組まれていることは一定の
評価ができることから、Ｂ評価とした。

人

人

第８回全国ほんもの体験フォーラムｉｎ徳島
（参加予定人数）

<H22>1,000人

第４４回全国ろうあ者体育大会（参加予定人
数）

<H22>約2,800人

コンベンション（四国大会以上）の参加者数
（累計）

<H17>76,000人　→　<H22>500,000人

576

第１０回全国障害者芸術・文化祭とくしま大
会（参加予定人数）

<H22>約10,000人

２　大会・会議の誘致促進
●多くの県外の人が集まる大会・会議を行う主催者に
対して、高速道路新料金でより訪れやすくなった徳島
をＰＲするとともに、開催経費や郷土芸能の招へい費
等の支援を行うことで、その誘致を促進します。

３　交流拠点を活用したにぎわいづくり
●「渦の道」、「あすたむらんど徳島」、「アスティ
とくしま」などの交流拠点の魅力を高めるとともに、
交流拠点を活用したイベントの充実を図ります。

583

584

585

１

１

１

積極的な誘致活動、開催助成金の支給等により、コンベンション誘致
の促進に取り組んだ。

障害者が「芸術・文化活動」を通じて、生活を豊かにする契機とし
て、また、誰もが障害への「理解と認識」を深める「徳島ならでは」
の大会として、全国から約1万2千人の来場者を迎え、平成22年12月に
開催した。

平成22年９月，全国から約2,900人の来場者を迎え。成功裡に終了し
た。

商工

保健

●新たな「トクシマ・マチ空間」の創出を目指し、冬
の観光イベントを開催し、四季を通じたにぎわいを創
出します。

586
とくしま冬の「マチ☆アソビ」の開催

<H21>～開催

- 

１
平成２３年１月にとくしま冬の「マチ☆アソビ」としてアニメ上映会
や声優トークイベントを開催し、徳島市中心市街地のにぎわいを創出
した。

平成２３年３月１８日から２０日までの間、体験交流による地域活性
化を目的とした「第８回全国ほんもの体験フォーラムin徳島」を開催
する予定で準備したが、東日本大震災の影響を受け、中止となった。
参加申込者数<H22>１，６４７人

人

人

保健

商工

商工

Ａ 目標を達成しているのでＡ評価とした。

Ａ 目標を達成しているのでＡ評価とした。

- 
　東日本大震災の影響で中止となり、実績がない
ので評価はしていない。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

○ドイツ・ニーダーザクセン州との経済・交流等平成１９年９月に徳
島県ドイツ公式訪問団を派遣し、「日本国徳島県とドイツ連邦共和国
ニーダーザクセン州との交流に関する共同宣言」に調印した。また、
この共同宣言をもとに、同州との経済・文化交流等を推進し、交流人
口の増加や地域の活性化を図った。
・平成２０年４月産業技術総合見本市「ハノーバー・メッセ」への徳
島ブースの出展
・平成２１年　３月州政府首相を団長とする公式訪問団の受け入れ
・平成２１年　８月日本語指導を行う教員の派遣
・平成２１年１０月州柔道連盟訪問団来県
・平成２２年１１月州柔道連盟訪問団来県
　　　　　　　　　州総合型スポーツクラブ関係者訪問団来県
　　　　　　　　　全ドイツ自転車協会州会長来県
・平成２３年　１月州教育関係訪問団来県

○中国・広東省との交流
平成１９年１０月に広東省の公式訪問団を受け入れるとともに、県立
文学書道館で「徳島県・広東省友好記念展」を開催するなど、同省と
の文化交流等を推進した。

○ブラジル・サンパウロ州との交流
・平成２０年５月徳島県ブラジル公式訪問団の派遣
      　  〃　  ブラジル徳島県人会創立５０周年記念式典に参加
      　  〃　  現地阿波踊り連との交流、技術指導

商工 Ａ

　ドイツについては、日独交流150周年で来日
し、徳島にも来県されているウルフ大統領は、昨
年までニーダーザクセン州政府の首相であったと
伺っている。徳島にゆかりのある方が大統領とい
うことであるので、ニーダーザクセン州はもとよ
り、ドイツとの交流を積極的に深めていただきた
い。
　また中国については、知事が訪中し、10月24日
に湖南省との友好提携を調印されたとの報道が
あった。加えて、3月11日の東日本大震災の影響
で先延ばしにされていた湖南省とのチャーター便
が来年1月より10日に1回、徳島阿波おどり空港に
就航することとなった。今後の観光や経済交流に
繋げていただけるよう期待している。評価はＡと
した。

出展･
招へい

派遣･上演･
招へい

出展・招へ
い

派遣・招へ
い

派遣・招へ
い

提携

提携 推進 推進 推進

受入･展示･
招へい

受入･展示･
招へい

－ － －

４　国際交流による国際化・活性化の推進
●ドイツ・ニーダーザクセン州との経済・文化・教育
交流や、中国・広東省、ブラジル・サンパウロ州との
文化交流などを通じ、地域の国際化・活性化を推進し
ます。

577
ドイツ・ニーダーザクセン州との友好提携

<H22>提携
１

平成１９年９月に「日本国徳島県とドイツ連邦共和国ニーダーザクセ
ン州との交流に関する共同宣言」に調印した。

商工

587

588

中国・広東省との文化交流等（文化行政部門
の職員・公式訪問団の受入、広州芸術博物院
所蔵署作品の展示、舞踊団の招へい）

（人的交流の推進）
国際交流員の受入

<H19>
文化行政部門の職員の受入、公式訪問団の受
入、広州芸術博物院所蔵書作品の文学書道館
での展示、舞踊団の招へい（おどる国文祭）

ドイツ・ニーダーザクセン州との交流（日本
語指導教員の派遣、スポーツ青少年交流）

<H19>
公式訪問団の派遣、阿波人形浄瑠璃の上演、
合唱団の招へい（おどる国文祭）
<H20>
公式訪問団の受入、産業技術総合見本市「ハ
ノーバー・メッセ」への徳島ブースの出展
<H21>
スポーツ青少年交流

１

１ 書作品の展示等を実施し、目標どおり達成された。

日本語指導を行う教員の派遣及び柔道による青少年交流等を実施し、
目標どおり達成された。

商工

商工 Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

17 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

￠
派遣・交
流・指導

－
派遣・交
流・指導

－ －

７－５ｅ－とくしまづくり

推進 → → →

・本県における地域情報化指針「ｅ－とくしま推進プラン」（平成１
６年３月策定、平成23年３月改訂）について、「ｅ－とくしま推進会
議」を開催し、協働目標の進捗状況について確認を行うなど、進行管
理を図った。
○「(財)ｅ－とくしま推進財団」を活用した産学官地域連携事業数
（累計）<H22>76事業

県民 Ａ

<H22>
30

<H22>
30

<H22>
50

<H22>
50

24 38 48 76

開催準備 開催

・国内最大級の地域情報化の祭典「地域ＩＣＴ未来フェスタ２００８
ｉｎとくしま」を平成２０年１１月７日（金）から９日（日）の３日
間、アスティとくしまをメイン会場に県内８市町１１会場で開催し、
インターネット参加を含め、県内外から延べ１０万人が参加した。徳
島ならではの取り組みとして、サテライト会場と光ファイバー網等を
活用した交流イベントを実施し、過疎化が進む中山間地域の処方箋と
して「ＩＣＴの可能性」を全国に発信した。

県民 Ａ

開催

開催準備 開催 － －

推進 →

・地上デジタル放送への移行方法やメリットの紹介、ブロードバンド
を活用した生活全般のサービス紹介、及びＩＣＴを活用した障害者の
活動紹介等の番組を制作した。
・ｅ－とくしまづくり推進事業として、ｅ－とくしま推進プランの推
進を図る事業を公募し、３つの事業を支援した。
・とくしまＷｅｂ大賞として、県内の企業団体等が運営するＷｅｂサ
イトのうち優れたＷｅｂサイトを顕彰した。

県民 Ａ

整備促進 → → →

・国の補助事業、交付金事業等を活用し、市町等が行う情報通信基盤
整備に対する支援を行うことにより、平成２１年度は、１市３町にお
いて高度情報通信基盤の早急な整備を促進した。
○ブロードバンドサービス世帯普及率<H22>56.7％（23年3月末現在）
○超高速ブロードバンドサービス（ＦＴＴＨ：光ファイバ）利用可能
世帯の割合<H22>98.7％（23年3月末現在）
○過疎地域におけるＣＡＴＶサービス提供市町村の割合<H22>100％
（23年3月末現在）

県民 Ａ

　徳島県は、人口が密集している吉野川流域や那
賀川流域が近畿方面に面するため、以前から多く
の家庭で区域外波であるアナログの関西の電波を
視聴してきた。しかし地上デジタル化によって、
これまで視聴できた関西のアナログ放送が視聴で
きなくなるということで、平成23年7月の地デジ
化に向け、国の補助事業や交付金事業等を活用し
て全県ケーブルテレビ化に県を挙げて取り組み、
平成22年11月に完成させた。
　これとともに、ブロードバンド環境について
も、ブロードバンドサービス世帯普及率を除き、
目標を達成していることから、Ａ評価とした。

592

593

589

１　ｅ－とくしま推進プランの推進
●「ｅ－とくしま推進プラン」について、「ｅ－とく
しま推進会議」において適切に進行管理するととも
に、「（財）ｅ－とくしま推進財団」において具体的
な課題に取り組むなど、官民一体となって着実にプラ
ンを推進します。

ブラジル・サンパウロ州との文化交流等（公
式訪問団の派遣、阿波踊り交流・技術指導）

<H20>
公式訪問団の派遣、阿波おどり交流、技術指
導

事業

●「地域ＩＣＴ未来フェスタ」により醸成された「産
学官」の連携・協働の取り組みを将来につなげ、県民
のさらなるＩＣＴ利活用を促進するため、とくしま地
域ＩＣＴ未来プロジェクトを推進します。

２　地上デジタル放送とブロードバンドに対応した
「全県ＣＡＴＶ網構想」の達成
●すべての県民がどこでもブロードバンド環境を享受
できるよう、ＦＴＴＨ（光ファイバ）などの高度情報
通信基盤の整備を進めます。

「地域ＩＣＴ未来フェスタ」の開催

<H20>開催

「(財)ｅ－とくしま推進財団」を活用した産
学官地域連携事業数（累計）

<H17>3事業　→　<H22>50事業

●国、関係団体、関係市町村等との連携・協力の下、
国内最大級の地域情報化イベント「地域ＩＣＴ未来
フェスタ」を開催し、「徳島ならでは」の地域情報化
の取り組みについて、全国に向けて情報発信します。

・平成２０年１１月７日から９日までの３日間、アスティとくしまを
メイン会場に県内８市町１１会場で開催した。

・国、県、市町村、大学、経済団体、民間事業者、NPO法人等と連携し
て、調査研究事業やICT普及啓発事業を行った。

１

１

公式訪問団の派遣や文化交流等を実施し、目標どおり達成された。

１

商工

県民

県民

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

60

45.4 51.4 53.6 56.7

90

74.0 77.4 90.6 98.7

100

61.5 61.5 92.3 100

推進 → → →

・市町村やＮＰＯ法人と連携し、シニア情報生活アドバイザー養成講
座等の開催支援を行った。
○シニアＩＴアドバイザー取得者数（累計）<H22>３３８人
○シニア情報生活アドバイザー登録者数（累計）<H22>101人

県民
保健

Ａ

<H22>
200

<H22>
200

<H22>
200

<H22>
300

142 201 276 338

100

55 73 86 101

３　県民のＩＣＴ利活用能力の向上に資する人材育成
●市町村やＮＰＯ法人等と連携しながら、県民のＩＣ
Ｔ利活用能力の向上に資する人材育成を図ります。

シニアＩＴアドバイザー取得者数（累計）

<H17>20人　→　<H22>300人

％590

591

過疎地域におけるＣＡＴＶサービス提供市町
村の割合

<H15>6.9％　→　<H22>100％

ブロードバンドサービス世帯普及率

<H17>37.4％　→　<H22>60％

％
・東みよし町でH22.11月からサービス開始。
・全県ＣＡＴＶ網構想」を着実に推進したことで、過疎地域を含め県
内全市町村でＣＡＴＶサービス提供が可能となった。

２

１

・利用エリアの拡大に伴い、普及率は順調に増加している。22年度数
値は23年3月末現在（総務省公表）による。
・ブロードバンド利活用の推進に努め、ブロードバンドサービス世帯
普及率を着実に伸ばし、目標に近い率にまで引き上げた。

県民

県民

１

594

超高速ブロードバンドサービス
（FTTH：光ファイバ）利用可能世帯の割合

<H17>63.6％　→　<H22>90.0％

１

595

596

シニア情報生活アドバイザー登録者数
（累計）

<H17>11人　→　<H22>100人

１

・総務省が21年度以降の数値発表を行わないため、H21年度以降は、利
用可能市町村の世帯数から本県独自推計値を使用している。
・「全県ＣＡＴＶ網構想」を着実に推進したことで、FTTH利用可能世
帯の割合が目標数値を大きく上回った

シルバー大学校、大学院の開講事業の取り組みにより、順調に取得者
数が増加している。

・市町村やNPO法人と連携し、シニア情報生活アドバイザー養成講座へ
の積極的な参加及び働きかけを行うなど、開催支援を行った。

県民

保健

県民

％

人

人

Ｂ

（附帯意見）
　高齢者の方について、電話もほとんどしないの
にＩＰ電話の契約をする等、不利な契約にならな
いようにフォローしていただきたい。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ 目標を達成しているので、評価はＡとした。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・「電子申請・届出システムオンライン利用促進計画」（平成２０年
３月策定）に基づき、県民ニーズの高い手続を優先的に選択し、電子
申請による行政手続の対象範囲拡大に努めるとともに、平成２１年２
月にリニューアルした電子申請・届出システムについて、平成21年４
月から本格運用を開始した。
また、講習・イベント等の申込については、利用者登録が不要な簡易
申請を導入するとともに、携帯電話からの申請も可能とすることで、
県民の利便性向上を図った。
○電子申請・届出システムの利用件数<H22>４，０５５件

・三好病院において電子カルテシステムの運用を開始し、全ての県立
病院でシステム運用体制が整った。
○電子カルテシステムの導入・運用する県立病院数<H21>３病院

・電子入札システムについて、平成１９年4月より本格運用を開始し
た。（工事及び委託業務）
その後、平成２０年５月から休日（土日、祝日）の運用や入札情報
サービスの２４時間運用を開始し、入札参加者の利便性向上を図っ
た。
また、市町村との協同利用を推進し、平成２１年４月より４市（吉野
川市、阿波市、美馬市、三好市）との本運用開始、平成２２年４月よ
り更に２市（鳴門市、阿南市）との本運用を開始した。
○電子入札システムの本格運用開始
○電子入札システムを共同利用する市町村数<H22>６市

企画
病院
県土

Ｂ

　数値目標において、電子申請の利用状況は目標
に遠く及ばないが、電子入札、電子カルテ等につ
いては、着実に進展していることから、Ｂ評価と
した。

3

2 2 3 3

策定

策定 推進 推進 推進

￠ ￠ 12,000

224 892 2,574 4,055

本格運用

本格運用 本格運用 本格運用 本格運用

４　電子自治体の構築
●県と市町村が共同で、ＩＣＴを活用した行政手続の
オンライン化や事務の効率化、迅速化を図る「電子自
治体」を構築します。

597

598

599

600
電子入札システムの運用

<H19>本格運用

電子申請・届出システムの利用件数

<H18>632件　→　<H22>12,000件

オンライン手続の利用促進
「オンライン利用促進計画」の策定

<H19>「オンライン利用促進計画」の策定

電子カルテシステムの導入・運用する県立病
院数

<H17>2病院　→　<H21>3病院

１

１

３

１

三好病院において、電子カルテシステムの整備を行い、平成２１年度
から３病院で運用を開始した。

オンライン手続の利用を促進するため、「電子申請・届出システムオ
ンライン利用促進計画」（平成２０年３月策定）に基づき、電子申請
による行政手続の対象範囲拡大に努めた。

　電子申請システムについては，平成１６年８月から県と市町村が共
同アウトソーシング方式により運用していたが，操作性と機能に改善
すべき課題を抱え，利用が少ない状況であったため，平成２１年度に
システム更新の際には，住民及び職員の利用が促進されるよう検討を
行った。
　また，平成１９年３月に「オンライン利用促進計画」を策定し，オ
ンライン可能な手続きについても見直しを行い，オンライン利用の阻
害要因がない，または少ない手続を優先し，県民の日常生活にとって
身近な手続について，重点的にオンライン化を進めた。
　その結果，手続件数は平成２２年度末見込みで４，０５５件とＨ２
０年度末現在（８９２件）の実績件数を大きく上回る状況となった
が，目標値には届かなかった。

平成１９年４月より本格運用開始。 県土

企画

病院

企画

病院

件

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

￠ ￠ 6

－ － 4 6

開発 → 一部導入 →

・長崎県から提供を受け、徳島県仕様へのカスタマイズを行った職員
データベースについて、平成２１年４月からの総務事務システムの運
用開始に伴い、利用を開始した。また、平成２２年１０月より電子決
裁基盤及び共通認証基盤の運用を開始した。

企画 Ａ

開発 → 開発・運用 運用
・長崎県から提供を受け、徳島県仕様へのカスタマイズを行った総務
事務システムについて、平成２１年４月から運用を開始するととも
に、制度改正等に伴うシステム改修を行った。

企画 Ａ

運用開始

開発
一部

運用開始
運用開始 推進

￠ ￠ ￠ 運用開始

－ － － 運用開始

委託業務一
部導入

委託業務全
面実施

工事一部導
入

推進

・調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として
納品する電子納品を推進した。
・委託業務ついては、平成１８年度から運用を開始し、平成１９年度
は順次拡大を行い、平成２０年度より全面実施を開始した。
・工事については、平成１９年１２月より実証実験、平成２０年１０
月より試行運用を開始しており、平成２１年１０月より本運用を開
始。平成２２年１０月より全工事を電子納品の対象とした。

県土 Ａ

整備 運用 →

・県税などの公金納付の利便性向上のため、平成２０年度にコンビニ
納付、電子納付、クレジット納付に段階的に対応可能な「次世代収納
基盤システム」を導入した。平成２１年５月から自動車税のコンビニ
収納を実施し，２４時間・土日祝日においても公金の納付が可能と
なった。

出納 Ａ

￠ 運用開始

検討 導入 運用開始 運用

●総務事務の発生源入力を可能とする総務事務システ
ム及び決裁・文書管理業務の効率化を図る電子決裁・
文書管理システムを整備し、運用します。

●共用データベースや認証・決裁基盤など、各システ
ムが共通して利用するシステム共通基盤の整備を、順
次進めます。

601

602
「総務事務システム」の整備・運用

<H21>運用開始

電子入札システムの市町村との共同運用

<H20>－　→　<H22>6市町村
１ 平成２２年４月より６市との共同利用の本格運用開始。

長崎県から提供を受けた総務事務関係システムの徳島県仕様へのカス
タマイズ及び徳島県独自のシステムについて新規開発を進め、平成21
年4月から運用を開始した。

企画

県土

１

市町
村

●工事や委託業務の成果品等の電子納品を推進し、業
務の効率化を図ります。

５　次世代収納基盤システムの導入
●県税などの公金納付の利便性向上のため、コンビニ
納付、電子納付、クレジット納付に対応可能な「次世
代収納基盤システム」を導入します。

「電子決裁・文書管理システム」の整備・運
用

<H22>運用開始

「次世代収納基盤システム」の導入・運用

<H19>検討　→　<H21>運用開始

603

604

１

１

電子決裁システムについては、長崎県から提供を受けたシステムを徳
島県仕様へのカスタマイズを行い、また文書管理システムについて
は、本県独自の仕様により、新たにオープンソースソフトウェアを活
用して構築し、平成22年10月から運用を開始した。

県税などの公金納付の利便性向上のため、平成２０年度に「次世代収
納基盤システム」を導入した。平成２１年５月から自動車税のコンビ
ニ収納を実施し，２４時間・土日祝日においても公金の納付が可能と
なった。
H22　納期内納付率　74.0%　前年比　0.2%増
(コンビニ収納導入前　H20　71.0%　3.0%増）

企画

出納

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

７－６文化立県とくしまづくり

推進 → → →

・国民文化祭の開催を契機に、公立文化施設や学校等との連携によ
り、人形浄瑠璃公演やクラシックコンサート、阿波藍ファッション
ショーなどを開催し、身近な施設で優れた文化に触れる機会の充実を
図った。

県民 Ａ

推進 → → →

・市町村との連携を図り、文化庁等の事業も積極的に活用することに
より、学校への芸術家の派遣や優れた舞台芸術の巡回公演などを実施
した。今後は，学校と芸術家をつなげるための人材バンクを創設し，
児童・生徒の文化活動のより一層の充実を図る。
○学校への芸術家等派遣回数（累計）<H22>３５７回

教育 Ａ

<H22>
140

<H22>
200

<H22>
300

<H22>
300

133 204 282 357

推進 → → →

・郷土が育んだ文化財や、近現代の美術作品などの文化・芸術を身近
に鑑賞・体験する機会を提供するため、博物館・近代美術館におい
て、展覧会（常設展示、様々な分野に関する企画展）を開催し、文化
の振興を図った。
○博物館・近代美術館入館者数累計（累計）<H22>３５９万人

教育 Ａ

<H22>
300

<H22>
300

<H22>
330

<H22>
341

295 309 335 359

検討 開設準備 → 開館

・平成１９年度から検討・開設準備を進めていた鳥居龍蔵記念博物館
が、平成２２年１１月３日に文化の森の三館棟内に開館した。
○鳥居龍蔵記念博物館の開館<H22>開館

・鳥居龍蔵記念博物館入館者数<H22>８，９６５人

教育 Ａ

￠ 開館

－ 整備 整備 開館

開催 →
・平成２２年に文化の森総合公園は開園２０周年を迎え、「文化の森
開園２０周年記念事業“２０１０年、みんなと歩む新たな一歩”」を
メインテーマとし、年間を通じ、切れ目なくイベントを開催した。

教育 Ｂ

　文化の森各館が、年間を通じ切れ目なくイベン
トを開催し、数値目標（文化の森開園２０周年事
業開催期間の入館者数 目標４万人増 実績３万３
千人増）をほぼ達成していることから、Ｂ評価と
した。

￠ ￠ ￠ 対４万人増

－ － －
79

(3万3千人
増)

１　優れた芸術文化に触れる機会の充実
●「とくしまきらり芸術文化事業」等により、県民が
身近に優れた芸術文化（舞台芸術）に触れ、学ぶ機会
を充実します。

●児童・生徒が身近に芸術文化に触れる機会を充実し
ます。

２　あわ文化の創造・発信
●文化の森開園２０周年を記念した事業を開催するこ
とにより、一層の本県文化の振興を図ります。

●博物館・近代美術館の常設展示や国立美術館巡回展
等の魅力ある企画展の開催を通じ、広く県内外に向け
て文化・芸術の感動や体験の場を提供します。

●鳥居龍蔵博士の顕彰のあり方を見直し、県民がその
業績等に触れる機会を充実します。

607

608

１

回

万人

609

１万人

１

文化の森の各館が、（共催事業も含め）年間を通じ、切れ目なくイベ
ントを開催した。

教育

教育

教育

教育

22年度は、学校への芸術家派遣事業27回、本物の舞台芸術体験事業42
回、児童劇巡回6回を実施した。

博物館では常設展、部門展示の他、企画展を３回開催した。美術館で
は所蔵作品展の他、特別展を３回開催した。

平成２２年１１月３日、文化の森の三館棟内に開館した。
鳥居龍蔵記念博物館の開館

<H22>開館

学校への芸術家等派遣回数（累計）

<H17>20回　→　<H22>300回

博物館・近代美術館入館者数（累計）

<H17>248万人　→　<H22>341万人

610

文化の森開園２０周年事業開催期間の入館者
数

<H22>対前年同時期
(H21年2月～H22年１月 約76万人)比4万人増

２

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・県庁１階の県民ホール展示ケースでは阿波藍、三番叟、勝浦ビッグ
ひな祭りなどの展示を行うとともに、県ホームページ、県政広報紙
「ＯＵＲとくしま」、専用ホームページなどで阿波文化を発信するな
ど、徳島の文化資源を多様な形で情報発信した。
○「あわ文化」情報の発信回数<H22>７回

県民 Ａ

１回以上 １回以上 １回以上 １回以上

12 7 7 7

推進 → → →

・徳島らしい個性豊かな文化の魅力を広く発信し、交流人口の増大や
県産品の販売促進等につなげていくことを目指し、阿波おどりや阿波
人形浄瑠璃等の県外・海外公演を実施した。
○伝統芸能の県外・海外公演開催数（累計）<H22>１９６件

県民 Ａ

<H22>
40

<H22>
60

<H22>
100

<H22>
180

47 87 144 196

推進 → → →

・行政だけでなく民間企業や県民との協働により文化振興に取り組む
ことで、より大きな成果と広がりが期待できることから、「あわ文化
コーディネート事業」などを通じて、文化事業に対する企業等の協力
を求めた。
○文化事業への協力企業数<H22>１１社

県民 Ａ

10

10 11 11 11

推進 → → →

・瀬戸内寂聴氏の脚本による新作浄瑠璃を制作し、国民文化祭におい
て上演して、人形浄瑠璃の新たな魅力と可能性を開拓した。また、県
内に多数残る農村舞台の活用や、阿波十郎兵衛屋敷、小屋掛けでの公
演など、徳島ならではの公演を開催した。
○阿波十郎兵衛屋敷の入館者数（累計）<H22>１２７，３６０人

・伝統文化の価値を見直し、保存・継承に対する意識を高めるため
「発見！ふるさとの伝統文化」民俗文化財周知活用事業を実施し１９
６名の参加者があった。この中で人形浄瑠璃体験教室を実施し、阿波
人形浄瑠璃の普及・啓発に努めた。今後は徳島県地域伝統文化総合活
性化計画策定事業の中で，人形浄瑠璃をはじめとする民俗文化財の保
存・活用を図る。

県民
教育

Ｂ

150,000

35,231 68,308 98,774 127,360

●私たちが受け継いできた貴重な財産である阿波の文
化を再認識し、新しいあわ文化を創造・発信するた
め、インターネット等のメディアを活用して「あわ文
化」情報を県内外に発信します。

●本県が全国に誇る伝統芸能の県外・海外公演を開催
し、あわ文化の発信を行います。

●人形浄瑠璃の一層の振興を図るため、新たな演目の
制作に取り組むとともに、伝統芸能を観光資源として
活用した地域の活性化を図ります。また、保存・継承
と後継者育成のための伝承活動を拡充します。

「あわ文化」情報の発信回数

<H19>以降毎年1回以上

伝統芸能県外・海外公演開催数（累計）

<H17>6件　→　<H22>180件

回

件

社

人

611

612

613

614

●文化振興にあたっての官民連携を推進します。

県民

県民

文化事業への協力企業数

<H17>－　→　<H22>10社

「阿波十郎兵衛屋敷」入館者数（累計）

<H19>～<H22>150,000人
２

１

１

１

・定期公演やイベントの内容充実、情報発信等に努めている。

・あわ文化コーディネート事業の検討を進めるとともに、郷土文化会
館のパンフレットへの広告掲載について、企業の協力を得た。

・２２年度は、阿波踊り４７回、人形浄瑠璃5回の公演を実施した。
・阿波おどり及び阿波人形浄瑠璃について、４年間で１９６公演を県
外・海外で実施し、徳島の伝統芸能を広く発信した。

・県庁１階の県民ホール展示ケースでは阿波藍、三番叟、勝浦ビッグ
ひな祭りなどの展示を行うとともに、県ホームページ、県政広報紙
「ＯＵＲとくしま」、専用ホームページなどで阿波文化を発信するな
ど、徳島の文化資源を多様な形で情報発信した。

県民

県民

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

開催

・平成２１年１０月３日から１１月３日までの1ヶ月間、「阿波人形浄
瑠璃月間～ジョールリ１００公演～」と銘打ち、県内各地において、
古典、新作、コラボレーション、野外公演など、人形浄瑠璃公演を多
彩に開催し、県外発信に努めた。

県民 Ａ

￠ ￠ 開催

－ － 開催 －

検討 開催 → →

・国民文化祭の成果を踏まえ、「あわ文化」の創造に向けて、県民の
主体的な取り組みを促進する公募提案型事業や、市町村との連携によ
る演奏会などの事業を盛り込んだ、新たなスタイルの「県民文化祭」
を２０年度より開催した。

・平成２２年１１月を中心に、ワークショップ、展示会、研修会、
ファッションショーなどを「阿波藍×未来形」プロジェクトとして開
催。阿波藍の魅力を国内外に発信するとともに、阿波藍の新しい価値
観を創出した。

県民 Ａ

開催

検討 開催 開催 開催

検討 創設・実施 実施 →

・｢文化立県とくしま推進基金｣を２０年度に創設し、ポスト国民文化
祭の文化振興施策の一つの柱として、ベートーベン第九日本初演の地｢
とくしま｣の発信など、徳島ならではの文化資源の活用を推進した。
・平成２０年度には「第九」９０周年記念コンサート、平成２１年度
には「阿波人形浄瑠璃月間～ジョールリ１００公演～」、平成２２年
度には「阿波藍×未来形プロジェクト」を開催するとともに、毎年度
に県内の市町村及び文化活動団体に対し助成金を交付することにより
文化の振興を図った。

県民 Ａ

創設

検討 創設 － －

推進 → → →

・史跡整備のための基礎資料を得るための調査を行うとともに、史跡
指定地周辺の重要遺跡の確定調査を実施した。
○発掘調査面積（累計）<H22>１３，０００㎡
・今後の整備は，効率が良くなることが予想される。現在の状況は，
予定より，やや進んでいる状況である。

教育 Ａ

●平成２１年１０月３日から１１月３日を「阿波人形
浄瑠璃月間」と位置づけ、古典作品や新たな取り組み
を織り交ぜたジョールリを県内各地で集中的に開催
し、県内はもとより、県外（主に関西方面）からの集
客に繋げます。

605

615

１
・平成20年度に基金を設置し、４大モチーフ全国発信事業及び助成金
交付事業を行った。 県民

●国民文化祭の成果を踏まえ、「あわ文化」の創造に
向けて、県民の主体的な取り組みを促進する公募提案
型事業や市町村との連携による演奏会などの事業を盛
り込んだ、新たなスタイルの「県民文化祭」を開催し
ます。

●「文化立県とくしま推進基金」を活用し、国民文化
祭で設定した「阿波藍」、「阿波おどり」、「阿波人
形浄瑠璃」、「第九」の四大モチーフ全国発信事業等
を実施します。

●全国でも貴重な中世遺跡である「守護町勝瑞遺跡」
について、国・町と連携し、発掘調査を行います。

616

ジョールリ１００公演の開催

<H21>開催

新たなスタイルの「県民文化祭」の開催

<H20>～　開催

１

１

「文化立県とくしま推進基金」の創設

<H20>創設

・19年度の国民文化祭の成果を継承するために、「県民文化祭」のス
タイルを見直し、開催期間を拡大するとともに、県民からの新鮮なア
イデア公募による助成事業「もっとみんなで参加事業」の実施や市町
村と連携したクラシックコンサートの開催など、新たなスタイルの
「県民文化祭」として取り組むことで国内外への幅広い情報発信を
行った。

・平成２１年１０月３日から１１月３日までの１ヶ月間、「阿波人形
浄瑠璃月間～ジョールリ１００公演～」と銘打ち、県内外から延べ２
万６千人の来場者を迎え、県内各地で古典・新作・コラボレーショ
ン・野外公演など多彩に人形浄瑠璃公演を開催した。

県民

県民

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

12,000

9,600 11,200 12,600 13,000

推進 → → →

・いにしえ夢街道事業を促進し、文化財の広域活用の計画策定を進め
るとともに、地域で文化財を活用する際のリーダーを育成するため、
「アワコウコ楽サポーター養成講座」を開催した。また県域の文化財
の指定を促進するとともに、指定文化財等の保存修理を行った。
○文化財ボランティア養成数（累計）<H22>１２４人

教育 Ｃ

　文化財を活かした地域づくりのためにはその担
い手となる人材の養成が重要である。数値目標
（文化財ボランティア養成人数 目標200,実績
124）に遠く及ばないため、成果不足と言わざる
を得ずＣ評価とした。

200

61 86 107 124

推進 → → →

・歴史的景観を保全し、地域の活性化を図るため、樫原の棚田の重要
文化的景観選定に向けての調整を行い、県内で初めて重要文化的景観
の選定が実現した。また遍路道では、四国で初めて史跡に指定され
た。
○歴史的景観（史跡を含む）の国指定・選定数<H22>１２地区（うち史
跡９地区）

教育 Ｂ

13

9 10 11 12

推進 → → →

・「あわ文化」の次世代の担い手を育むため、文化の森文化施設にお
いて、博物館での歴史体験（勾玉づくり、火おこし等）、文書館での
歴史講座など、あわ文化を直接体験することができる普及事業を開催
した。
○文化の森文化施設普及事業の開催回数（累計）<H22>１，２６１回
・県立文学書道館において、講座や講演会、ワークショップ等を開催
し、文学及び書道に対する県民の関心を高め、文化活動の促進を図っ
た。
○文学書道館の講座開催回数（累計）<H22>２０４回

県民
教育

Ａ

<H22>
800

<H22>
800

<H22>
800

<H22>
1,200

448 733 986 1,261

<H22>
160

<H22>
160

<H22>
160

<H22>
180

58 103 164 204

620

621
文学書道館の講座開催回数（累計）

<H19>～<H22>180回以上

文化の森文化施設普及事業の開催回数
（累計）

<H19>～<H22>1,200回以上

地区619

●歴史的景観を保全し、活用する取り組みを推進する
なかで、地域の活性化を図ります。

３　文化の担い手づくり
●あわ文化や近現代の優れた芸術作品に直接触れあう
機会を設けるとともに、絵本の読み聞かせ講習や、史
跡巡り、ワークショップ、古文書解読等の事業によ
り、次代のあわ文化の担い手を育みます。

文化の森の各館において、年間を通して阿波文化を直接体験できる普
及事業を開催した。

・平成22年度は、文学38回、書道23回の講座を開催した。

●国指定史跡や周辺の文化財をつなぎあわせて、各地
の博物館・資料館等と連携しながら、文化財を活かし
た地域づくりを進めます。

617

618

発掘調査面積（累計）

<H17>4,800m2　→　<H22>12,000m2

文化財ボランティア養成人数（累計）

<H17>－　→　<H22>200人

１㎡

人

教育

教育

教育３

歴史的景観を活かした地域づくりを進めるため、史跡指定等の条件整
備に努めた。その結果、平成20年度は渋野丸山古墳、平成21年度は重
要文化的景観「樫原の棚田」、平成22年度は阿波遍路道（鶴林寺道・
太龍寺道・いわや道）が指定・選定された。
　今後、鳴門・板野古墳群，板東俘虜収容所跡については鳴門市が国
史跡指定に向けて準備を進めており，県としては国指定に向けて，で
きるだけ早い時期に申請できるよう，国及び市との調整に努める。

養成講座の受講生数は確保したものの、ボランティアガイドの質を確
保するため、全講座の受講を修了の要件とした。そのため１２４名の
養成人数にとどまった。

史跡整備の基礎資料を得るとともに、史跡周辺の重要遺跡の確認に努
めた。

歴史的景観（史跡を含む）の国指定・選定数

<H17>9地区（うち史跡7地区）
　→　<H22>13地区（うち史跡10地区）

３

１

１

回

回

教育

県民

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｃ （目標が未達成なのでＣ評価とした）

Ｃ
　目標が未達成なのでＣ評価とした
　選定数は平成17年度に既に9地区あったため、
これを控除すると75%となる

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・全国高等学校総合文化祭及び近畿高等学校総合文化祭への派遣や徳
島県高等学校総合文化祭を積極的に支援するなど、文化活動の充実を
図った。
・今後も文化活動のさらなる振興を目指し引き続き支援する。

教育 Ａ

開催

・我が国最大の文化の祭典である、第２２回国民文化祭・とくしま２
００７（愛称「おどる国文祭」）を、県内外から延べ約７７万人の来
場者を迎え、「県民総参加」の祭典として、平成１９年１０月２７日
から１１月４日の９日間、県内全２４市町村で開催した。
○国民文化祭の来場者数<H19>約７７万人

県民 Ａ

　平成19年に第22回国民文化祭(おどる国文祭)を
開催し、県内外から77万人が来場し、県内の文化
団体の活性化に繋がった。またこれを契機に、
「文化立県とくしま推進基金」を創設し、あわ文
化の4大モチーフである「阿波藍」、「阿波おど
り」、「阿波人形浄瑠璃」、「第九」の全国発信
事業を精力的に展開している。加えて、国民文化
祭の成果を踏まえ、平成20年から県民の主体的な
取り組みを促進する公募提案型の事業や市町村と
の連携による演奏会などの事業を盛り込んだ新た
なスタイルの県民文化祭が開催され「あわ文化」
の創造が図られていることから、Ａ評価とした。

700,000

770,000 － － －

準備 開催

・近畿２府８県の高校生が芸術文化活動の成果を発表し交流する文化
の祭典である「第２８回近畿高等学校総合文化祭」を平成２０年１１
月１４日から２３日の１０日間、本県で開催した。「阿波の地より舞
いあがれ文化の踊り子たちよ」のテーマのもと、県内外から６千人の
高校生が徳島に集い、若さあふれる芸術文化の相互交流を繰り広げ、
大きな成果を挙げた。

教育 Ａ

開催

準備 開催 ー －

推進 → → →
・平成２２年８月、構成資産の１つである古道の景観が残る鶴林寺道
等が、遍路道として四国で初めて「国史跡」に指定（保護措置）され
た。

企画 Ｂ

７－７とくしまスポーツ王国づくり

推進 → → →

・旅行代理店訪問や県内スポーツ関係者を通じてスポーツ大会や合宿
の誘致を行い、スポーツを通じたにぎわいづくりを推進した。
○スポーツ大会、合宿の誘致件数<H19>３３件<H20>３５件<H21>３５件
<H22>３８件

商工 Ｂ

  旅行代理店訪問等により大会や合宿の誘致に取
り組み、数値目標（スポーツ大会、合宿の誘致件
数 目標４０ 実績３８）は、ほぼ達成しているこ
とから、Ｂ評価とした。

<H22>
32

<H22>
32

<H22>
40

<H22>
40

33 35 35 38

●高校生を対象に、芸術文化分野での創作活動の支援
や伝統芸能分野での担い手育成を行うとともに、伝統
芸能の文化発信活動を支援します。

４　全国的な祭典の開催
●国民文化祭を開催し、「あわ文化」の創造を図りま
す。

人

件

606

国民文化祭・とくしま２００７の成功
（来場者）

<H19>開催・来場者70万人

１
・第22回国民文化祭を県内外から、延べ約77万人の来場者を迎え開催
した。

県民

●近畿高等学校総合文化祭を開催します。

５　四国遍路文化の世界遺産登録に向けた取り組み
●「四国八十八箇所霊場と遍路道」は「世界に誇れる
四国の財産」であり、この「かけがえのない文化」を
適切に保存するとともに、全国に、さらには世界へ向
けて発信し、人類共有の財産として将来の世代へ引き
継ぐため、四国４県が連携して世界遺産登録を目指し
た取り組みを進めます。

１　スポーツによるにぎわいづくりの推進
●「徳島スポーツビレッジ」などのスポーツ施設や、
自然環境を活用して、スポーツ大会や合宿の誘致を進
めることで、スポーツを通じたにぎわいづくりを推進
します。

近畿高等学校総合文化祭の開催

<H20>開催
622

625

１

スポーツ大会、合宿の誘致件数

<H17>16件　→　<H22>40件
２

教育
平成２０年１１月１４日から２３日の１０日間、「第２８回近畿高等
学校総合文化祭」を本県で開催し、約６千人の高校生が徳島に集い、
芸術文化活動の成果を発表し、交流した。

商工旅行代理店訪問等により、大会や合宿の誘致に取り組んだ。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

26 



取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・徳島ヴォルティスから、観客の投票により今年最も印象に残った選
手を表彰し、徳島インディゴソックスからは前期と後期に優秀選手を
表彰した。
・小中学生にプロスポーツに親しんでもらうよう、グループで各試合
に無料招待した。
・小中学生グループ招待（累計）徳島インディゴソックス１６団体、
徳島ヴォルティス３５団体

商工 Ａ

準備 開催 → →

・神戸淡路鳴門自動車道全線開通１０周年を記念し、平成２０年４月
２７日にとくしまマラソンを開催した。その後、平成２１年４月２６
日の第2回大会を経て、平成２２年４月２５日に第3回となる「とくし
まマラソン２０１０」を開催し、６,３６０人が出走、５,９６０人が
完走した。
○「とくしまマラソン」の開催<H20>～<H22>開催

商工 Ａ

<H20>
開催

<H20>
開催

<H20><H21>
開催

<H20>
<H21><H22>

開催

準備 開催 開催 開催

推進 → → →

・県南部の豊かな自然を活用し，圏域内で実施されている１１のアウ
トドアスポーツイベントを、一連のスポーツ集合体「ＨｕｍａｎｰＰｏ
ｗｅｒｅｄＧａｍｅｓ」として位置づけ、アウトドアスポーツの聖地
として効果的な情報発信を図り，地域ブランドの向上や交流人口の増
大を図った。
○アウトドアスポーツのインストラクター・ガイドを業とする個人・
団体数１１団体
○アドベンチャーレースなどのアウトドアイベントの開催

南部 Ａ

10

7 9 10 11

￠
<H20>
開催

<H20><H21>
開催

<H20>
<H21><H22>

開催

－ 開催 開催 開催

創設 推進 → →

・スポーツ憲章の策定にあわせて、全国・国際スポーツ大会において
優秀な成績を挙げ、本県スポーツの振興と発展に貢献した個人・団体
とその指導者等の功績を称える「徳島県スポーツ賞」を平成２０年度
に創設した。毎年３月に「表彰式」を実施することとし、ポカリス
エットスタジアム正面玄関内に「グランプリボード」を設置し、グラ
ンプリ賞受賞者の功績を称えることとした。

県民 Ｂ

  数値目標の「スポーツ表彰・褒賞制度」の創設
については、目標の１９年度に創設に１年遅れて
２０年度に創設し、以降、毎年表彰等を行ってい
ることから、Ｂ評価とした。

団体

２　競技力向上対策の推進
●全国大会での躍進を目指すスポーツ表彰・褒賞制度
を創設します。

アドベンチャーレースなどのアウトドアイベ
ントの開催

<H20><H21><H22>開催

●県民のスポーツ振興や青少年の健全育成を図るとと
もに、本県の魅力や県民挙げての「おもてなしの心」
を全国に情報発信できる「とくしまマラソン」を開催
し、新たなにぎわいづくりを実現します。

627

●市町村等と連携協力し、プロスポーツを活用したス
タジアムのにぎわい創出や、本県を全国にＰＲする施
策を展開します。

●県南部圏域にある自然環境や人的資源を活用するこ
とにより、県南部圏域をアウトドアスポーツのメッカ
にし、地域ブランド力の向上や交流人口の増加を図り
ます。

623

626

アウトドアスポーツのインストラクター・
ガイドを業とする個人・団体数

<H17>6団体　→　<H22>10団体

「とくしまマラソン」の開催

<H20><H21><H22>開催
１

１

１

商工
開催要項に基づき、実施計画、競技運営マニュアルを策定するなど準
備を進め、平成２２年４月２５日に第３回となる「とくしまマラソン
２０１０」を開催した。

南部

アウトドアスポーツのインストラクター・ガイドを業とする個人・団
体が増加し、アウトドアスポーツが地域の産業となりつつある。今後
は南部圏域で行えるアウトドアスポーツを効果的にＰＲし、地域ブラ
ンド力の向上や交流人口の増加を目指す。

南部

平成２０年度から海部郡でアドベンチャーレースを開催した。
H20.11.1,2　   「四国エクストリームチャレンジin南阿波2008」
H21.10.31,11.1 「四国エクストリームチャレンジin南阿波2009」
H22.11.6,7     「エクストリームチャレンジin四国の右下2010」

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

創設

策定中 創設 推進 推進

推進 → → →

・強化対象団体の絞り込みを行うとともに、新たな取組として、競技
得点の高い団体競技への強化費の重点配分やブロック予選を突破した
団体を対象に本大会までの直前強化事業への支援を行った。
○国民体育大会天皇杯順位<H22>44位

県民 Ｃ

　強化対象団体の絞り込みを行うとともに、新た
な取り組みとして、競技得点の高い団体競技への
強化費の重点配分などを行い努力したことは評価
するが、今年の国体の順位は男女とも全国最下位
であり、成果不足であると言わざるを得ない。
従ってＣ評価とした。

30位台

47 43 40 44

推進 → → →

・競技力向上スポーツ指定校への優秀選手の集中化を図るために、平
成１９年度入学生から、入学者選抜・前期選抜に指定競技に関する
「出願要件ウ」を設けており、平成２２年度には１５５名が入学し
た。
・中学・高校連携強化を図るため、指定校を核とした中高連携ゾーン
を4ヵ年で16ゾーン設置し、その事業を継続的に推進することにより、
競技力の基盤強化を図った。
○中学・高校連携による競技力向上連携ゾーン数（累計）<H22>16ゾー
ン

県民
教育

Ｂ

16

1 5 13 16

推進 →

・本県出身選手が全国大会や国際大会で活躍ができるよう、優れた素
質を持つジュニア選手をトップレベルの競技者へ育てる一貫指導シス
テムの構築とトップ指導者の養成を図った。
・平成21年度に「徳島育ち競技力向上プロジェクト」を立ち上げ、２
２競技団体が一貫指導体制の構築とトップ指導者の養成を図ることを
目標に、中長期的な展望の中で計画的・系統的に強化に努めている。
（・育成プログラムの作成及び一貫指導推進体制の整備競技団体数
<H22>２２競技団体）

県民 Ｂ

推進 → → →

・県民の多様化したスポーツニーズに応えるため、スポーツを「す
る」、「見る」、｢支える｣観点から企業やプロスポーツ、地域のクラ
ブや競技団体、大学、メディアなど、様々な機関とのネットワークを
融合させた組織｢とくしまスポーツＳＨＯＷデー実行委員会｣を設立
し、県民の誰もが参加できる｢とくとくスポーツイベント助成事業｣や
スポーツを応援する気運を醸成するための「とくしま発スポーツ応援
事業」を実施した。
○イベント等助成数<H22>２１件

県民 Ａ

●本県出身選手が全国大会や国際大会で活躍ができる
よう、優れた素質を持つジュニア選手をトップレベル
の競技者へ育てる一貫指導システムの構築とトップ指
導者の養成を図ります。

３　生涯スポーツの推進
●「する」「見る」「支える」など多様なスポーツへ
の取り組みを促進するため、「とくしまスポーツＳＨ
ＯＷデー」実行委員会による、誰もが楽しめるスポー
ツイベントなどへの助成や情報発信などを行います。

ゾー
ン

628

624
競技力向上のための中学・高校連携ゾーン数

<H17>－　→　<H22>16ゾーン

●競技スポーツの重点強化による成果志向型の選手強
化を図り、競技力の向上を進めます。

●「競技力向上スポーツ指定校制度」により、有力選
手を特定の公立高校へ集め、指導者の体制を整備する
とともに、中学・高校の連携強化を進めるなど、競技
力の基盤強化を図ります。

１

２

３

県民
・競技力向上スポーツ指定校制度による競技力の基盤強化を図るとと
もに、中学・高校連携による競技力向上連携ゾーンの推進を図った。

629
国民体育大会天皇杯順位

<H17>46位　→　<H22>30位台

「スポーツ表彰・褒賞制度」の創設

<H19>創設

位

・平成２1年3月に「徳島県スポーツ賞」表彰式を実施し、銘板「グラ
ンプリボード」を、ポカリスエットスタジアム正面玄関内に設置し、
グランプリ賞受賞者の氏名、功績等を刻むこととした。
・平成22年度は知事からグランプリ賞9名（選手5名、指導者4名）と奨
励賞1団体、ドリーム賞選手7名を表彰した。

・強化対象団体の絞り込みを行うとともに、強化費の重点配分やブ
ロック予選突破後の本大会直前強化事業の推進を図った。
・第65回国民体育大会「ゆめ半島千葉国体」において、四国ブロック
大会の突破率は過去最高の２１．８％を記録したが、天皇杯順位は44
位であった。

県民

県民

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ｃ
　平成21年の40位が最高で、目標の30位台にはい
ずれの年も届いていないためＣ評価とした。

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

￠ 20

10 19 20 21

推進 → → →

・２１市町村において２９の総合型地域スポーツクラブが設立されて
おり、現在３市町において３の総合型クラブが設立準備中である。ま
た、平成２１年度からスポーツを活用した健康づくりの体制を整備す
るとともに、健康づくり実践プログラムを作成し、平成２２年度も３
クラブでモデル事業を実施した。
○総合型地域スポーツクラブの設立数<H22>２９クラブ

県民 Ｂ

　数値目標の総合型地域スポーツクラブの設立
数、健康づくり実践プログラムの作成・モデル事
業の実施は、いずれも達成しており、みんなが楽
しめる生涯スポーツの普及に一定の役割を果たし
ていることから、Ｂ評価とした。

<H22>
26

<H22>
26

<H22>
26

<H22>
28

21 25 28 29

￠ ￠ 実施 実施

－ － 実施 実施

推進 →

・それぞれの体力などに合わせて豊かな自然の中をサイクリングでき
るよう、初級から上級までの２０のコースを「自転車王国とくしま公
式コース」として設定し、ホームページや紹介マップを通じて情報発
信した。
また、自転車をきっかけとして生涯スポーツの普及を図るため、子ど
もから大人までが一緒に楽しめるサイクリングイベント等を１３回実
施した。

県民 Ｂ
  数値目標（公式サイクリングコース数 目標２
０ 実績２０）は達成しているが、ハード面の整
備がこれからの課題ということでＢ評価とした。

￠ ￠ ￠ 20

－ － 12 20

●市町村等が設立する「総合型地域スポーツクラブ」
の育成を支援するとともに、スポーツを活用した健康
づくりの体制を整備し、みんなが楽しめる生涯スポー
ツの普及を図ります。

●健康や環境にも好影響をもたらす自転車を活用した
サイクルスポーツの普及を図る「とくしま自転車王国
創造プロジェクト」を推進し、余暇にスポーツを楽し
むきっかけを創出します。

632

631

630 件

クラ
ブ

「とくしまスポーツＳＨＯＷデー」でのス
ポーツイベント等助成数

<H18>－　→　<H22>20件

総合型地域スポーツクラブの設立数

<H17>13クラブ　→　<H22>28クラブ

健康づくり実践プログラムの作成・モデル事
業の実施

<H21>～実施

公式サイクリングコース数

<H21>12コース　→　<H22>20コース
633

１

１

１

１ 県民
コー
ス

県民

・「総合型クラブ」の育成を「生涯スポーツ振興」の中核として位置
づけ、市町村教育委員会などと連携して、組織づくりや、設立後のク
ラブ運営を支えるクラブマネジャーや指導者の人材育成に取り組んで
きた。
・Ｈ２２末では、21市町村において29の総合型クラブが設立された。

県民

・初級から上級までの20のコースを設定し、自転車をきっかけとして
生涯スポーツの普及を図った。
・ライドイベントや王国公式コースを活用したミニガイドツーリング
などを実施し、徳島の豊かな自然の中をサイクリングできる環境を整
え、「自転車王国とくしま」としての魅力を県内外に発信することが
できた。

・県における大きな県政課題の一つの「生活習慣病対策」や「県民の
健康づくり」を進めるため、平成２１年度から「スポーツ健康づくり
実践モデル事業」を立ち上げ、スポーツクラブを地域におけるスポー
ツ活動の振興だけに止まらせず、保健・医療分野と連携した新たな取
り組みを推し進めている。
・健康づくり実践プログラムを作成し、平成２２年は３ヶ所の総合型
地域スポーツクラブでモデル事業を実施している。

・平成１９年度に｢とくしまスポーツＳＨＯＷデー実行委員会｣を設立
し、県内で開催されたスポーツイベントに対して助成するとともに、
全国大会などに出場する選手・チームの応援を盛り上げるため、オリ
ジナルの横断幕やメガホンを貸し出すなど、県民のスポーツの気運を
盛り上げてきた。
・平成２２年度は、21件のイベントに助成するとともに、ファミリー
対象のイベントを4件主催した。

県民 Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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取組状況

単位 H19 H20 H21 H22 評価 特記事項

部局数値目標（上段:目標､下段:実績）
委員意見

番号 数値目標　　　　　

主要事業名・事業概要

達
成
度

（進捗・達成状況、成果、今後の方針）

●工程（年度別事業計画）

推進 → → →

・生涯スポーツの拠点づくりのため、南部健康運動公園の整備を推進
した。
○テニスコートの一部が未整備となっているが、平成２１年度までに
多目的広場及びテニスコート４面を整備し、生涯スポーツ拠点として
の機能拡充を図った。
・平成１９年度野球場の供用開始
・平成２０年度多目的広場、管理棟の供用開始
・平成２１年度テニスコート４面の供用開始
・橘港小勝・後戸地区で、スポーツ・レクリエーション機能を備えた
緑地の整備に先立ち、平成２２年度は、基盤となる緑地用地の造成工
事等を実施。

県土 Ｂ

整備完了

多目的広場
完成

管理棟完成
ﾃﾆｽｺｰﾄ４面

整備
整備中

整備中

－
公共用地の

造成中
造成・設計 整備中

南部健康運動公園の整備
（テニスコートエリア）

<H17>整備中
 → <H22>テニスコートエリアの整備完了

橘港小勝・後戸地区の緑地整備
（スポーツ・レクリエーション振興ゾーン）

<H17>－　→　<H22>整備中

４　生涯スポーツの拠点づくり
●生涯スポーツの拠点づくりのため、県南等における
運動公園の整備を推進します。

635

634 ２

１

県土

県土緑地用地の造成及び施設設計を実施。

テニスコートの一部が未整備となっているが、平成２１年度までに多
目的広場及びテニスコート４面を整備し、生涯スポーツ拠点としての
機能拡充を図った。

Ｂ （目標をほぼ達成しているのでＢ評価とした）

Ａ （目標を達成しているのでＡ評価とした）
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